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浙
遊
日
記

●
崇
禎
九
（
一
六
三
六
）
年
九
月
十
九
日
～
十
月
十
六
日
、
二
十
八
日
間

徐
霞
客
五
十
一
歳

●
訳
注
稿

第
二
部

游
金
華
山
日
記
（
十
月
六
日
～
十
一
日
）

［
十
月
六
日
］

＊
概
要
：
桐
廬
県
城
を
船
で
発
し
、
富
春
江
を
遡
る
。
川
が
混
み
合
っ
て
お
り
、
船
を
乗
り
換
え
な
ど
し

な
が
ら
遡
上
し
、
厳
州
府
建
徳
県
に
入
る
。
県
城
東
郊
の
東
関
で
上
陸
し
、
旅
館
に
泊
。

■
本
文
の
部

初
六
日

雞
再
鳴
、
鼓
舟
、
曉
出
浙
江
、
已
桐
廬
城
下
矣
。
令
僮
子
起
買
米
。
仍
附
其
舟
、
十
五
里
至

灘
上
。
米
舟
百
艘
、
皆
泊
而
待
剝
、
余
舟
遂
停
。
亟
索
飯
、
飯
畢
得
一
舟
、
別
附
而
去
、
時
已
上
午
。
又

二
里
過
清
私
口
、
又
三
里
、
入
七
里
籠
。
東
北
風
甚
利
、
偶
假
寐
、
已
過
嚴
磯
。
四
十
里
、
烏
石
關
。
又

十
里
、
止
於
東
關
之
逆
旅
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
六
日

雞
再
鳴
に
、
舟
を
鼓
す
。
曉
に
浙
江
に
出
づ
。
已
に
桐
廬
の
城
下
な
り
。

僮
子
を
し
て
起
ち
て
米
を
買
ひ
、
仍
り
て
其
の
舟
に
附
せ
し
む
。

十
五
里
に
し
て
灘
上
に
至
る
。
米
舟
百
艘
、
皆
泊
り
て
剝
を
待
つ
。
余
が
舟
も
遂
に
停
る
。
亟
に
飯
を

索
む
。
飯
し
畢
り
て
一
舟
を
得
、
別
に
附
し
て
去
る
、
時
に
已
に
上
午
な
り
。

又
た
二
里
に
し
て
清
私
口
を
過
ぐ
。

又
た
三
里
に
し
て
、
七
里
籠
に
入
る
。
東
北
の
風
甚
だ
利
あ
り
。
偶
た
ま
假
寐
す
れ
ば
、
已
に
嚴
磯
を

過
ぐ
。

四
十
里
に
し
て
、
烏
石
關
な
り
。

又
た
十
里
に
し
て
、
東
關
の
逆
旅
に
止
ま
る
。

●
語
注

○
鼓
舟

船
を
出
発
さ
せ
る
こ
と
か
。

○
浙
江

銭
塘
江
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
上
流
の
富
春
江
。

○
桐
廬

「
全
省
輿
図
・
桐
廬
県
左
」
「
陸
軍
図
・
桐
廬
県
治
」
に
県
治
が
あ
る
。
分
水
県
か
ら
富
春
江

へ
注
ぐ
河
口
に
あ
る
ま
ち
。
明
代
は
桐
廬
県
、
今
も
桐
廬
県
。
分
水
県
か
ら
こ
こ
ま
で
の
渓
流
は
、
明
代

は
桐
渓
と
い
い
、
今
は
分
水
江
と
い
う
。

○
十
五
里

こ
こ
か
ら
富
春
江
を
遡
る
。
こ
の
河
は
川
幅
が
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
。
風
向
き
次
第

で
、
遡
航
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
無
か
ろ
う
。

○
灘
上

不
詳
。
桐
廬
県
か
ら
南
西
に
六
㌖
ば
か
り
遡
上
し
た
あ
た
り
で
、
富
春
江
は
蛇
行
し
、
大
き
な
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中
洲
が
あ
る
。BD

で
は
漏
港
灘
、
唐
家
洲
な
ど
の
名
が
見
え
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
あ
た
り
か
。
あ
る

い
は
一
般
名
詞
か
。

○
剥

荷
物
を
分
載
す
る
こ
と
。

○
清
私
口

不
詳
。BD

で
は
、
上
記
の
漏
港
灘
の
南
辺
で
、
西
か
ら
注
ぐ
川
と
し
て
、
清
渚
港
の
名
が

見
え
る
。

○
七
里
籠

「
全
省
輿
図
・
桐
廬
県
左
」
に
七
里
瀧
江
が
あ
る
。
し
か
し
、「
同
・
建
徳
県
左
上
」
に
は
、

富
春
江
の
下
流
に
二
箇
所
の
七
里
瀧
が
見
え
る
。
こ
こ
に
い
う
瀧
と
は
瀬
の
こ
と
で
、
急
流
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
い
う
。
同
名
の
場
所
が
複
数
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
現
在
観
光
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
七
里
瀬
は
、
建
徳
県
の
そ
れ
。
「
読
史
紀
要
」
厳
州
府
桐
廬
県
に
「
七
里
瀬
、
縣
西
四
十
五
里
」

と
あ
り
、「
有
風
七
里
、
無
風
七
十
里
」
と
い
う
諺
を
引
く
。「
地
名
簡
志
」
に
七
里
瀬
が
あ
る
。

○
嚴
磯

厳
子
陵
釣
台
の
あ
た
り
だ
ろ
う
。
厳
子
陵
釣
台
は
、
富
春
江
西
岸
の
景
勝
地
。
高
さ
七
十
㍍
あ

ま
り
の
四
角
い
岩
山
が
二
台
、
川
に
面
し
て
聳
え
る
。
漢
代
の
隠
者
、
厳
光
（
子
陵
）
が
そ
こ
で
釣
り
を

楽
し
ん
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
李
白
は
じ
め
多
く
の
文
人
墨
客
た
ち
が
訪
れ
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
。「
全

省
輿
図
・
桐
廬
県
下
」
に
、
子
陵
祠
・
釣
台
が
あ
る
。

○
烏
石
關

「
読
史
紀
要
」
厳
州
府
建
徳
県
に
「
烏
石
關
、
府
東
十
五
里
、
以
烏
石
山
而
名
。
江
流
所
經
、

下
有
烏
石
灘
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
建
徳
県
左
上
」
に
は
、
建
徳
市
の
東
北
に
烏
龍
山
の
名
が
見
え

る
。BD

で
は
、
建
徳
市
の
東
北
で
富
春
江
が
や
や
狭
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
烏
関
灘
と
し
、G

E

で

は
灘
下
と
す
る
。

○
東
關

今
の
建
徳
市
梅
城
鎮
の
東
部
。
明
代
は
厳
州
府
治
が
あ
っ
た
建
徳
県
の
東
門
の
関
所
。
西
か
ら

来
た
新
安
江
と
南
か
ら
来
た
蘭
江
と
が
合
流
し
、
富
春
江
と
な
る
位
置
に
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
建
徳
県

左
上
」
「
陸
軍
図
・
建
徳
県
城
」
・BD

・G
E

に
、
東
関
が
あ
る
。

●
口
語
訳

《
９
》
蘭
渓

［
六
日
］

鶏
が
二
度
目
に
時
を
告
げ
る
こ
ろ
、
船
を
出
す
。
明
け
方
に
富
春
江
へ
出
る
。
こ
こ
は
も
う
桐
廬
県
城

の
エ
リ
ア
で
あ
る
。

従
僕
を
起
こ
し
て
食
材
を
買
い
に
行
か
せ
、
こ
の
船
に
載
せ
る
。

一
五
里
で
灘
上
に
至
る
。
穀
物
を
運
ぶ
船
が
百
艘
あ
ま
り
も
あ
り
、
荷
物
を
登
載
す
る
の
を
待
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
私
が
乗
っ
た
船
も
停
泊
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
速
や
か
に
食
事
を
求
め
て
食
べ
る
。
食
べ
終

わ
る
と
、
別
の
船
を
求
め
、
得
ら
れ
た
の
で
そ
ち
ら
に
乗
り
移
っ
て
行
く
。
時
に
已
に
午
前
に
な
っ
て
い

る
。ま

た
三
里
で
、
清
私
口
を
過
ぎ
る
。

ま
た
三
里
で
、
七
里
籠
に
入
る
。
東
北
の
風
が
と
て
も
航
行
に
便
が
あ
る
。
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
ら
、

厳
子
陵
釣
台
を
通
り
過
ぎ
て
い
た
。

［
浙
江
厳
州
府
建
徳
県
域
］

四
十
里
で
、
建
徳
県
の
烏
石
関
で
あ
る
。

ま
た
十
里
で
、
建
徳
県
城
の
東
関
の
宿
屋
に
宿
泊
す
る
。

◆
建
徳
県
城
に
泊
。
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［
十
月
七
日
］

＊
概
要
：
舟
行
。
建
徳
県
か
ら
蘭
江
に
入
り
南
へ
遡
上
。
金
華
府
蘭
渓
県
に
入
り
、
蘭
渓
県
城
外
で
船
中

泊
。

■
本
文
の
部

初
七
日

霧
漫
不
辨
咫
尺
。
舟
人
飯
而
後
行
。
上
午
復
霽
。
七
十
里
、
至
香
頭
、
已
暮
。
［
香
頭
、
山

北
之
大
村
落
也
。
張
・
葉
諸
姓
、
簪
纓
頗
盛
。］
月
明
風
利
。
二
十
里
、
泊
於
蘭
溪
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
七
日

霧
漫
し
て
咫
尺
を
辨
ぜ
ず
。
舟
人
飯
し
て
後
に
行
く
。

上
午
に
復
た
霽
る
。

七
十
里
に
し
て
香
頭
に
至
り
、
已
に
暮
る
。
［
香
頭
は
、
山
北
の
大
村
落
な
り
。
張
・
葉
の
諸
姓
の
、

簪
纓
せ
る
こ
と
頗
る
盛
ん
な
り
。
］
月
明
か
に
風
利
あ
り
。

二
十
里
に
し
て
、
蘭
溪
に
泊
す
。

●
語
注

○
香
頭

不
詳
。
官
塘
郷
か
ら
や
や
南
に
下
っ
た
蘭
渓
の
東
岸
に
洲
上
村
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
そ
の
背

後
の
山
中
に
香
四
村
（BD

）
や
、
香
五
村
（G

E

）
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
こ
の
あ
た
り
な
の

か
。

○
簪
纓

簪
と
冠
の
紐
。
高
官
と
な
る
こ
と
。

○
蘭
溪

今
は
金
華
地
級
市
蘭
渓
市
。
明
代
は
金
華
府
蘭
渓
県
。
「
全
省
輿
図
・
蘭
渓
県
左
下
」
「
陸
軍

図
・
蘭
渓
県
城
」
に
県
治
が
あ
る
。「
地
名
簡
志
」
に
記
事
が
あ
る
。

●
口
語
訳

［
七
日
］

霧
が
た
ち
こ
め
て
い
て
何
も
見
え
な
い
。
水
主
が
食
事
を
終
え
て
か
ら
出
発
す
る
。

午
前
に
再
び
晴
れ
る
。

七
十
里
で
香
頭
に
至
り
、
こ
こ
で
暮
れ
て
く
る
。
［
自
注
１
］

月
が
明
る
く
、
風
も
便
が
あ
る
。

［
浙
江
金
華
府
蘭
渓
県
域
］

二
十
里
で
、
金
華
府
の
蘭
渓
県
に
宿
泊
す
る
。

◆
蘭
渓
県
に
泊
。

［
自
注
１
］
香
頭
は
山
の
北
側
に
あ
る
大
集
落
で
あ
る
。
張
と
葉
と
い
う
姓
の
も
の
で
、
高
官
に
な
る
も

の
が
た
く
さ
ん
い
る
。

［
十
月
八
日
］
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＊
概
要
：
蘭
渓
県
城
か
ら
西
へ
向
か
う
河
川
は
、
政
府
軍
の
移
動
の
た
め
封
鎖
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
徐

霞
客
は
、
荷
物
を
宿
に
預
け
、
静
聞
と
と
も
に
東
の
金
華
山
へ
の
游
覧
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
船
で
金
華

山
の
西
南
を
め
ぐ
っ
て
金
華
県
城
へ
向
か
い
、
城
外
の
宿
で
泊
。

■
本
文
の
部

初
八
日

早
登
浮
橋
。
橋
内
外
諸
舡
鱗
次
。
以
勤
王
師
自
衢
將
至
、
封
橋
聚
舟
、
不
聽
上
下
也
。
遂
以

行
囊
令
顧
僕
守
之
南
門
旅
肆
中
、
余
與
靜
聞
倶
爲
金
華
三
洞
遊
。
蓋
金
華
之
山
、
橫
峙
東
西
、
郡
城
在
其

陽
。
浦
江
在
其
北
。
西
垂
盡
處
則
爲
蘭
溪
、
東
則
義
烏
也
。
婺
水
東
南
從
永
康
經
郡
之
南
門
、
而
西
北
抵

蘭
溪
與
衢
江
合
。
余
初
欲
陸
行
、
見
溪
中
有
舟
溯
流
而
東
、
遂
附
之
。
水
流
沙
岸
中
、
四
山
倶
遠
。
丹
楓

疏
密
、
鬭
錦
裁
霞
。
映
疊
尤
異
。
然
北
山
突
兀
天
表
、
若
負
扆
然
。
而
背
之
東
南
行
。
問
「
三
洞
何
在
」

則
曰
「
在
北
」
問
「
郡
城
何
在
」
則
曰
「
在
南
」
始
悟
三
洞
不
必
至
郡
、
若
陸
行
半
日
、
便
可
從
中
道
而

入
。
而
時
已
從
舟
、
無
及
矣
。
四
十
五
里
至
小
溪
。
已
暮
、
月
色
如
洗
。
又
十
五
里
登
陸
。
投
宿
下
馬
頭

之
旅
肆
、
以
深
夜
閉
門
不
納
。
遇
一
王
姓
者
、［
號
敬
川
、
高
橋
埠
人
。］
將
乘
月
歸
。
見
客
無
投
宿
處
、

因
引
至
西
門
外
、
同
宿
於
逆
旅
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
八
日

早
に
浮
橋
に
登
る
。
橋
の
内
外
に
諸
舡
鱗
次
す
。
勤
王
の
師
の
衢
よ
り
將
に
至
ら
ん
と
す
る

を
以
て
、
橋
を
封
じ
て
舟
を
聚
め
、
上
下
す
る
を
聽
さ
ざ
る
な
り
。
遂
に
行
囊
を
以
て
顧
僕
を
し
て
之
を

ゆ
る

南
門
の
旅
肆
中
に
守
ら
し
め
、
余
は
靜
聞
と
倶
に
金
華
三
洞
の
遊
を
爲
さ
ん
と
す
。

蓋
し
金
華
の
山
は
、
東
西
に
橫
峙
し
、
郡
城
は
其
の
陽
に
在
り
、
浦
江
は
其
の
北
に
在
り
。
西
垂
の
盡

く
る
處
は
則
ち
蘭
溪
爲
り
、
東
は
則
ち
義
烏
な
り
。
婺
水
は
東
南
の
か
た
永
康
よ
り
郡
の
南
門
を
經
て
、

西
北
し
て
蘭
溪
に
抵
り
て
衢
江
と
合
す
。

余

初
め
は
陸
行
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
溪
中
に
舟
の
流
れ
を
溯
り
て
東
す
る
有
る
を
見
る
、
遂
に
之
に

附
す
。

水
は
沙
岸
の
中
を
流
れ
、
四
山
倶
に
遠
し
。
丹
楓
疏
密
に
し
て
、
錦
を
鬭
め
霞
を
裁
つ
が
ご
と
し
。
疊

に
映
じ
て
尤
も
異
な
り
。
然
し
て
北
山
天
表
に
突
兀
と
し
て
、
扆
を
負
ふ
が
ご
と
く
然
り
。
而
し
て
之
を

背
に
し
て
東
南
に
行
く
。

問
ふ
、
「
三
洞
何
く
に
か
在
あ
る
」
と
。

則
ち
曰
は
く
、「
北
に
在
り
」
と
。

問
ふ
、
「
郡
城
は
何
く
に
か
在
る
」
と
。

則
ち
曰
は
く
、「
南
に
在
り
」
と
。

始
め
て
悟
る
、
三
洞
に
は
必
ら
ず
し
も
郡
に
至
ら
ず
、
若
し
陸
行
す
る
こ
と
半
日
な
れ
ば
、
便
ち
中
道
よ

り
し
て
入
る
べ
し
、
と
。
而
る
に
時
已
に
舟
に
從
へ
ば
、
及
ぶ
無
し
。

四
十
五
里
に
し
て
小
溪
に
至
る
、
已
に
暮
れ
、
月
色
洗
ふ
が
如
し
。

又
た
十
五
里
に
し
て
陸
に
登
る
。
下
馬
頭
の
旅
肆
に
投
宿
せ
ん
と
す
る
も
、
深
夜
な
る
を
以
て
門
を
閉

じ
て
納
れ
ず
。
一
王
姓
な
る
者
の
、
［
號
は
敬
川
、
高
橋
埠
の
人
な
り
。
］
將
に
月
に
乘
じ
て
歸
ら
ん
と

す
る
あ
り
。
客
の
投
宿
の
處
無
き
を
見
、
因
り
て
引
き
て
西
門
の
外
に
至
り
、
逆
旅
に
同
宿
す
。

●
語
注
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○
勤
王
師

と
き
に
中
原
や
北
京
付
近
は
、
李
自
成
・
張
献
忠
ら
に
よ
る
内
乱
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
抗
す
る
た
め
の
軍
隊
が
結
成
さ
れ
、
北
へ
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
衢

衢
州
。
今
の
衢
州
市
。
明
代
は
府
。

○
金
華

山
。
北
山
と
も
い
い
、
最
高
峰
は
海
抜
千
三
百
十
㍍
。
後
述
す
る
三
洞
で
有
名
で
、
道
教
で
は
、

三
十
六
洞
天
の
第
三
十
六
番
目
の
赤
松
山
。

○
郡
城

金
華
府
城
の
こ
と
。

○
浦
江

今
の
金
華
地
級
市
浦
江
市
。
明
代
は
金
華
府
下
の
県
。

○
義
烏

今
の
金
華
地
級
市
義
烏
市
。
明
代
は
金
華
府
下
の
県
。

○
婺
水

金
華
市
内
を
流
れ
る
川
。
西
北
流
し
て
、
西
の
衢
州
か
ら
来
た
衢
江
と
合
流
し
、
蘭
渓
と
な
っ

て
北
上
す
る
。

○
永
康

今
の
金
華
地
級
市
永
康
市
。
明
代
は
金
華
府
下
の
県
。

○
鬭

競
う
。
あ
る
い
は
集
ま
る
。
こ
こ
で
は
後
者
で
取
っ
た
。

○
北
山

金
華
山
の
別
称
。

○
扆

門
や
窓
に
置
か
れ
た
扇
形
の
屏
風
。
天
子
は
こ
れ
を
背
に
し
て
南
面
し
た
。

○
西
門

金
華
県
城
の
西
門
で
あ
ろ
う
。

●
口
語
訳

［
八
日
］

早
朝
に
浮
き
橋
に
上
陸
す
る
。
橋
の
内
外
に
た
く
さ
ん
の
船
が
鱗
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
（
西
の
）

衢
州
か
ら
の
朝
廷
の
軍
隊
が
到
着
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
浮
き
橋
を
封
鎖
し
て
船
を
繋
ぎ
留
め
、
通
行
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
荷
物
を
顧
従
者
に
ま
か
せ
て
南
門
の
旅
館
で
保
管
さ
せ
、

私
は
静
聞
君
と
と
も
に
、
金
華
山
の
三
洞
へ
の
遊
覧
を
し
よ
う
と
考
え
た
。

思
う
に
、
金
華
の
山
々
は
、
東
西
に
横
た
わ
っ
て
聳
え
、
金
華
府
城
は
そ
の
南
に
あ
っ
て
、
浦
江
県
が

そ
の
北
に
あ
る
。
山
脈
の
西
の
端
は
蘭
渓
県
で
、
東
の
端
は
義
烏
県
で
あ
る
。
婺
水
と
い
う
川
が
東
南
の

永
康
県
か
ら
流
れ
て
き
て
、
金
華
市
の
南
門
を
経
由
し
て
西
北
に
向
か
い
、
蘭
渓
に
至
っ
て
衢
江
と
合
流

し
て
い
る
。

私
は
は
じ
め
、
陸
路
で
金
華
山
へ
行
こ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
婺
水
を
遡
っ
て
東
へ
向
か
っ
て
い
る
船

が
あ
る
の
を
見
た
。
そ
こ
で
そ
れ
に
乗
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。

川
は
砂
地
の
岸
辺
の
間
を
流
れ
、
周
囲
の
山
々
は
遠
景
で
あ
る
。
赤
い
楓
の
花
が
粗
密
様
々
に
咲
き
乱

れ
、
錦
の
カ
ー
テ
ン
を
集
め
た
り
彩
霞
を
裁
断
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
重
な
る
山
々
に
映
え
て
、

ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
風
景
で
あ
る
。
そ
の
前
に
金
華
山
が
天
に
向
か
っ
て
聳
え
立
ち
、
あ
た
か
も
屏
風

を
背
負
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
に
背
を
向
け
て
東
南
に
進
ん
だ
。

（
そ
の
う
ち
に
、
同
舟
の
人
に
）
「
三
洞
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
「
こ
こ
か
ら
北

に
あ
り
ま
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

（
重
ね
て
）
「
金
華
府
城
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
と
、
「
南
に
あ
り
ま
す
」
と
い
う
で
は
な

い
か
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
、
三
洞
に
行
く
に
は
必
ず
し
も
金
華
府
城
ま
で
行
く
必
要
は
な
く
、（
蘭
渓
県
か
ら
）

半
日
も
陸
行
す
れ
ば
、
（
金
華
府
城
へ
の
）
道
の
半
ば
で
山
に
行
け
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し

か
し
す
で
に
船
に
乗
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

四
十
五
里
で
小
さ
な
渓
流
に
至
っ
た
。
已
に
日
も
暮
れ
、
月
が
洗
っ
た
か
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
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さ
ら
に
一
五
里
行
っ
て
陸
に
あ
が
る
。
下
馬
頭
の
旅
館
に
投
宿
し
よ
う
と
し
た
ら
、
深
夜
で
あ
る
こ
と

か
ら
門
を
閉
ざ
し
て
入
れ
て
く
れ
な
い
。
（
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
）
王
と
い
う
姓
の
人
［
自
注
１
］
が
、
月

明
か
り
の
中
を
家
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
行
き
会
っ
た
。
旅
人
（
つ
ま
り
徐
霞
客
ら
）
が
泊
ま
る
場

所
が
な
い
の
を
見
て
、
金
華
府
城
の
西
門
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
旅
館
に
泊
ま
ら
せ
て
く

れ
た
。

◆
金
華
府
城
に
泊
。

［
自
注
１
］
号
は
敬
川
と
い
い
、
高
橋
埠
の
人
で
あ
っ
た
。

［
十
月
九
日
］

＊
概
要
：
金
華
旅
遊
の
初
日
。
金
華
府
城
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
北
に
向
か
う
。
羅
店
を
経
て
、
芙
蓉
峯

の
傍
ら
を
登
る
。
楊
家
山
と
白
望
山
の
間
を
更
に
登
り
、
昼
過
ぎ
に
鹿
田
寺
に
着
く
。
そ
こ
か
ら
更
に
北

東
へ
と
登
り
、
玉
壺
山
な
ど
金
華
山
の
諸
峯
を
探
索
し
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
鹿
田
寺
に
帰
り
着
く
。
そ
こ

で
泊
。
金
華
山
内
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
い
て
る
。
長
文
な
の
で
、
訳
注
は
二
部
に
分
け
た
。

■
本
文
の
部

初
九
日

早
起
。
天
色
如
洗
。
與
王
敬
川
同
入
蘭
溪
西
門
。
即
過
縣
前
。
縣
前
如
水
。
蓋
縣
君
初
物
故

也
。
［
爲
歙
人
項
人
龍
、
辛
未
進
士
。
五
日
之
内
、
與
父
與
子
三
人
倶
死
于
痢
。
］
又
東
上
蘇
坊
嶺
。
嶺

頗
平
、
闤
闠
夾
之
。
東
下
爲
四
牌
坊
。
自
蘇
坊
至
此
、
街
肆
頗
盛
。
南
去
即
郡
治
矣
。
與
王
敬
川
同
入
歙

人
麵
肆
。
麵
甚
佳
。
因
一
人
兼
兩
人
饌
。

仍
出
西
門
。
即
循
城
西
北
行
。
王
猶
依
依
、
久
之
乃
別
。
遂
有
崗
隴
高
下
、
十
里
至
羅
店
。
問
、
「
三

洞
何
在
」
則
曰
、
「
西
。
見
尖
峯
前
倚
、
則
在
東
」
因
執
土
人
詳
詢
之
。
曰
、
「
北
山
之
半
爲
鹿
田
寺
。

其
東
下
之
脈
、
南
峙
爲
芙
蓉
峯
。
即
尖
峯
也
、
爲
郡
龍
之
所
由
。
萃
其
西
下
之
脈
、
南
結
爲
三
洞
。
三
洞

之
西
即
蘭
溪
界
矣
」
時
欲
由
三
洞
返
蘭
溪
、
恐
東
有
餘
勝
、
遂
望
芙
蓉
而
趨
。
自
羅
店
東
北
五
里
、
得
智

者
寺
。
寺
在
芙
蓉
峯
之
西
、
乃
北
山
南
麓
之
首
刹
也
。
今
已
凋
落
。
而
殿
中
猶
有
一
碑
。
乃
宋
陸
務
觀
爲

智
者
大
師
重
建
茲
寺
所
撰
。
而
字
即
其
手
書
。
碑
陰
又
鎸
務
觀
與
智
者
手
牘
數
篇
。
碑
楷
牘
行
、
倶
有
風

致
。
〔
恨
無
搨
工
、
不
能
得
一
通
爲
快
。
〕
寺
東
又
有
芙
蓉
庵
、
有
路
可
登
芙
蓉
峯
。
余
以
峯
雖
尖
圓
、

高
不
及
北
山
之
半
。
遂
舍
之
。
仍
由
智
者
寺
西
北
登
嶺
。
升
陟
峯
塢
、
五
里
得
清
景
庵
。
庵
僧
道
修
留
飯
。

復
引
余
由
北
塢
登
楊
家
山
。
山
爲
北
山
南
下
之
第
二
層
、
再
下
則
芙
蓉
爲
第
三
層
矣
。
繞
其
西
、
從
兩
山

夾
中
北
透
而
上
。［
東
爲
楊
家
山
、
有
居
民
數
十
家
。
西
爲
白
望
山
、
爲
仙
人
望
白
鹿
處
。］
約
共
七
里
、

則
北
山
上
倚
於
後
、
楊
家
山
排
列
於
前
、
中
開
平
塢
。
巨
石
鋪
突
、
有
因
纍
級
爲
臺
者
、
種
竹
列
舍
。
爲

朱
開
府
之
山
莊
也
。
［
朱
、
名
大
典
。
］
其
東
北
石
纍
纍
愈
多
。
大
者
如
獅
象
、
小
者
如
鹿
豕
。
倶
蹲
伏

平
莽
中
。
是
爲
石
浪
、
即
初
平
叱
石
成
羊
處
。
豈
今
複
化
爲
石
耶
。

此
寺
其
來
已
久
、
後
爲
諸
宦
所
蠶
食
。
而
郡
公
張
朝
瑞
、
［
海
州
人
。
］
創
殿
存
羊
。
屠
赤
水
有
「
遊

紀
」
、
刻
其
間
。
余
至
已
下
午
。
問
鬭
雞
巖
在
其
東
。
即
同
靜
聞
、
二
里
東
過
山
橋
。
山
橋
東
下
一
里
、

兩
峯
橫
夾
、
澗
出
其
中
。
峯
石
皆
片
片
排
空
赴
澗
、
形
若
雞
冠
怒
起
。
溪
流
奔
躍
其
下
、
亦
一
勝
矣
。
由

巖
東
下
數
里
、
爲
赤
松
宮
。
乃
郡
城
東
門
所
入
之
道
、
蓋
芙
蓉
峯
之
東
坑
也
。

鬭
雞
巖
上
有
樵
者
趙
姓
居
之
。
指
北
山
之
巓
有
棋
盤
石
。
石
後
有
西
玉
壺
、
水
從
石
下
注
。
旱
時
取
以
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爲
雩
祝
、
極
著
靈
驗
。
時
日
已
下
舂
、
與
靜
聞
亟
從
蓁
莽
中
攀
援
而
上
。
上
久
之
、
忽
聞
呼
聲
。
蓋
趙
樵

見
余
誤
而
西
、
復
指
東
從
積
莽
中
行
。
約
直
躡
者
二
里
、
始
至
石
畔
。
石
前
有
平
臺
。
後
聳
疊
塊
。
中
列

室
一
楹
、
塑
仙
像
於
中
、
即
此
山
之
主
。
像
後
石
室
下
有
水
一
盆
。
蓋
即
雩
祝
之
水
也
。
然
其
上
尚
有
澗
、

泠
泠
從
山
頂
而
下
。
時
日
已
欲
墮
。
因
溯
流
再
躋
、
則
石
峽
如
門
、
水
從
中
出
。
門
上
更
得
平
壑
。
則
所

稱
西
玉
壺
矣
。
聞
、
其
東
尚
有
東
玉
壺
、
皆
山
頭
出
水
之
壑
。
西
玉
壺
之
水
、
南
下
者
由
棋
盤
石
而
潛
溢

於
三
洞
、
北
下
者
從
裏
水
源
而
出
蘭
溪
之
北
。
東
玉
壺
之
水
、
南
下
者
由
赤
松
宮
而
出
金
華
、
東
下
者
出

義
烏
、
北
下
者
出
浦
江
。
蓋
亦
一
郡
分
流
之
脊
云
。
玉
壺
昔
又
名
盤
泉
。
分
聳
於
上
者
、
今
又
稱
爲
三
望

尖
。
文
之
者
爲
金
星
峯
、
總
之
所
謂
北
山
也
。
甫
至
峯
頭
、
適
當
落
日
沉
淵
。
其
下
恰
有
水
光
一
片
承
之
、

滉
漾
不
定
。
想
即
衢
江
西
來
一
曲
、
正
當
其
處
也
。
夕
陽
已
墜
、
皓
魄
繼
輝
。
萬
籟
盡
收
、
一
碧
如
洗
。

眞
是
濯
骨
玉
壺
、
覺
我
兩
人
形
影
倶
異
。
迴
念
下
界
碌
碌
、
誰
復
知
此
清
光
。
即
有
登
樓
舒
嘯
、
釃
酒
臨

江
、
其
視
余
輩
獨
躡
萬
山
之
顛
、
徑
窮
路
絶
、
迥
然
塵
界
之
表
、
不
啻
霄
壤
矣
。
雖
山
精
怪
獸
群
而
狎
我
、

亦
不
足
爲
懼
、
而
況
寂
然
不
動
、
與
太
虚
同
遊
也
耶
。

徘
徊
久
之
、
仍
下
二
里
、
至
盤
石
。
又
從
莽
棘
中
下
二
里
、
至
鬭
雞
巖
。
趙
樵
聞
聲
、
啓
戸
而
出
。
亦

以
爲
居
山
以
來
所
未
有
也
。
復
西
上
一
里
至
山
橋
、
又
西
二
里
至
鹿
田
寺
。
僧
瑞
峯
・
從
聞
以
余
輩
久
不

至
、
方
分
路
遙
呼
。
聲
震
山
谷
。
入
寺
、
浴
而
就
臥
。

金
華
山
［
そ
の
一
］
―
鹿
田
寺
ま
で

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
九
日

早
に
起
く
。
天
色
洗
ふ
が
如
し
。
王
敬
川
と
同
に
蘭
溪
西
門
よ
り
入
る
。
即
ち
縣
の
前
を
過

ぐ
。
縣
の
前
は
水
の
如
し
。
蓋
し
縣
君
の
初
め
て
物
故
せ
る
が
た
め
な
り
。
［
歙
人
の
項
人
龍
、
辛
未
の

進
士
な
り
。
五
日
の
内
に
、
父
と
子
三
人
と
、
倶
に
痢
に
死
せ
り
。］

又
た
東
し
て
蘇
坊
嶺
に
上
る
。
嶺
は
頗
る
平
ら
か
に
し
て
、
闤
闠
之
を
夾
む
。
東
に
下
れ
ば
四
牌
坊
た

り
。
蘇
坊
よ
り
此
に
至
る
に
、
街
肆
頗
る
盛
な
り
。
南
に
去
れ
ば
即
ち
郡
治
な
り
。

王
敬
川
と
同
に
歙
人
の
麵
肆
に
入
る
。
麵
甚
だ
佳
し
。
因
り
て
一
人
に
て
兩
人
の
饌
を
兼
ぬ
。

仍
り
て
西
門
よ
り
出
づ
。
即
ち
城
に
循
ひ
て
西
北
に
行
く
。
王
猶
ほ
依
依
た
る
も
、
之
を
久
し
く
し
て

乃
ち
別
る
。

遂
に
崗
隴
の
高
下
せ
る
有
り
、
十
里
に
し
て
羅
店
に
至
る
。

問
ふ
「
三
洞
何
く
に
か
在
る
」
と
。

則
ち
曰
は
く
、「
西
に
尖
峯
の
前
に
倚
せ
る
を
見
れ
ば
、
則
ち
東
に
在
り
」
と
。

因
り
て
土
人
を
執
へ
て
詳
に
之
を
詢
ふ
。

曰
は
く
、
「
北
山
の
半
ば
は
鹿
田
寺
た
り
。
其
の
東
下
の
脈
、
南
に
峙
し
て
芙
蓉
峯
と
な
る
、
即
ち
尖

峯
な
り
。
郡
の
龍
の
由
る
所
た
り
。
其
の
西
に
下
る
の
脈
を
萃
め
、
南
に
結
び
て
三
洞
と
な
る
。
三
洞
の

あ
つ

西
は
即
ち
蘭
溪
の
界
な
り
」
と
。

時
に
三
洞
よ
り
蘭
溪
に
返
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
東
に
餘
勝
有
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
遂
に
芙
蓉
を
望
み
て

趨
る
。

羅
店
よ
り
東
北
す
る
こ
と
五
里
に
し
て
、
智
者
寺
を
得
。
寺
は
芙
蓉
峯
の
西
に
在
り
、
乃
ち
北
山
南
麓

の
首
刹
な
り
。
今
已
に
凋
落
す
。
而
る
に
殿
中
に
猶
ほ
一
碑
有
り
。
乃
ち
宋
の
陸
務
觀
の
智
者
大
師
の
爲

に
茲
の
寺
を
重
建
す
る
に
撰
す
る
所
な
り
。
而
し
て
字
は
即
ち
其
の
手
書
な
り
。
碑
陰
に
又
た
務
觀
と
智

者
と
の
手
牘
數
篇
を
鎸
す
。
碑
は
楷
に
し
て
牘
は
行
な
り
、
倶
に
風
致
有
り
。
恨
む
ら
く
は
搨
工
無
く
、
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一
通
を
得
て
快
と
な
す
を
得
る
能
は
ず
。

寺
の
東
に
又
た
芙
蓉
庵
有
り
、
路
の
芙
蓉
峯
に
登
る
べ
き
有
り
。
余
以
へ
ら
く
、
峯
は
尖
圓
な
り
と
雖

も
、
高
さ
は
北
山
の
半
ば
に
及
ば
ず
、
と
。
遂
に
之
を
舍
つ
。
仍
り
て
智
者
寺
よ
り
西
北
に
嶺
を
登
る
。

峯
塢
を
升
陟
す
る
に
、
五
里
に
し
て
清
景
庵
を
得
。
庵
僧
の
道
修

留
め
て
飯
せ
し
む
。
復
た
余
を
引
き

て
北
の
塢
よ
り
楊
家
山
に
登
る
。
山
は
北
山
南
下
の
第
二
層
た
り
、
再
び
下
れ
ば
則
ち
芙
蓉
に
し
て
第
三

層
た
り
。

其
の
西
を
繞
り
、
兩
山
の
夾
め
る
中
よ
り
北
に
透
し
て
上
る
。
［
東
は
楊
家
山
た
り
、
居
民
數
十
家
有

り
。
西
は
白
望
山
た
り
、
仙
人
の
白
鹿
を
望
め
る
處
た
り
。
］
約
ぼ
共
に
七
里
な
り
。
則
ち
北
山

後
に

上
倚
し
、
楊
家
山
は
前
に
排
列
し
、
中
に
は
平
塢
を
開
く
。

巨
石
鋪
突
し
、
纍
級
に
因
り
て
臺
を
爲
る
者
有
り
、
竹
を
種
え
舍
を
列
す
。
朱
開
府
の
山
莊
た
る
な
り
。

［
朱
、
名
は
大
典
な
り
。
］
其
の
東
北
に
石
の
纍
纍
た
る
こ
と
愈
々
多
し
。
大
な
る
者
は
獅
象
の
如
く
、

小
な
る
者
も
鹿
豕
の
如
し
。
倶
に
平
ら
な
る
莽
の
中
に
蹲
伏
す
。
是
れ
石
浪
た
り
、
即
ち
初
平
の
石
を
叱

し
て
羊
と
成
す
の
處
な
り
。
豈
に
今
複
た
化
し
て
石
と
な
る
か
。

●
語
注

○
蘭
溪
西
門

前
日
宿
泊
し
た
の
は
金
華
府
城
の
西
門
の
旅
館
で
あ
り
、
こ
こ
に
あ
る
「
蘭
渓
」
と
は
蘭

渓
県
で
は
な
い
は
ず
。
朱
恵
栄
は
、
こ
の
門
を
出
る
道
が
蘭
渓
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
「
蘭
渓
門
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
「
金
華
県
志
」
付
図
「
金
華
県
第
一
区
図
で
は
、
迎
惠
門
と
な
っ
て

い
る
。
な
おBD

や
「
現
代
地
図
・
金
」
で
は
、
西
門
が
あ
っ
た
あ
た
り
に
、
蘭
渓
門
と
い
う
バ
ス
停
や

地
名
が
見
え
る
。

○
縣

金
華
は
府
治
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
県
名
も
同
じ
く
金
華
。
こ
こ
で
は
県
治
の
こ
と
。

○
歙

徽
州
府
の
県
。

○
項
士
龍

「
清
金
華
県
志
」
に
県
知
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
載
せ
る
。

○
辛
未

西
暦
一
六
三
一
年
に
あ
た
る
。

○
與
父
與
子
三
人

「
士
龍
本
人
と
彼
の
父
親
と
彼
の
三
人
の
息
子
（
あ
わ
せ
て
五
人
）
」
、
あ
る
い
は

「
士
龍
本
人
と
彼
の
父
親
と
彼
の
息
子
と
あ
わ
せ
て
三
人
」
、
ど
ち
ら
と
も
取
れ
る
。
朱
恵
栄
に
従
い
、

前
者
で
解
し
た
。

○
蘇
坊
嶺

不
詳
。
「
光
緒
金
華
県
志
」
金
華
県
第
一
区
図
に
は
、
西
門
か
ら
入
っ
て
大
通
り
（
今
の
解

放
東
路
）
を
少
し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
初
芳
嶺
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
同
郷
里
表
に
は
、
醋
坊
嶺
が
あ
る
。

あ
る
い
は
こ
こ
か
。

○
闤
闠

市
街
地
。

○
四
牌
坊

今
の
四
牌
楼
か
。
「
光
緒
金
華
県
志
」
金
華
県
第
一
区
図
に
は
、
初
芳
嶺
か
ら
更
に
東
へ
進

ん
だ
、
県
城
の
中
央
部
に
四
牌
楼
の
名
が
見
え
、
同
郷
里
表
に
も
、
廢
の
中
に
四
牌
楼
が
あ
る
。
さ
ら
に

同
坊
表
に
は
「
悌
順
坊
…
安
仁
坊
…
歸
厚
坊
…
中
和
坊
…
以
上
四
坊
舊
稱
四
牌
樓
…
嘉
靖
十
六
年
知
府
陳

京
重
建
…
順
治
三
年
燬
」
と
あ
る
。BD

で
も
こ
の
あ
た
り
に
四
牌
楼
の
名
が
散
見
す
る
。

○
羅
店

今
は
羅
店
鎮
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
右
上
」
に
羅
店
市
が
、
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」
に
羅

店
が
あ
る
。
金
華
山
の
麓
、
山
道
の
始
ま
り
に
位
置
す
る
山
麓
型
の
ま
ち
。
「
地
名
簡
志
」
に
元
代
に
始

ま
る
と
の
記
事
を
載
せ
る
。

○
鹿
田
寺

後
述
。

○
芙
蓉
峯

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
又
西
南
至
芙
蓉
峯
、
即
潜
嶽
也
：
縣
北
十
五
里
二
都
二
圖
。
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俗
稱
尖
峯
山
。
四
面
望
之
、
形
具
五
體
。
上
有
井
不
涸
。
方
輿
紀
要
云
、
孤
山
特
起
、
秀
若
芙
蓉
」
と
あ

る
。「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
に
芙
蓉
峯
が
あ
り
、
「
陸
軍
図
・
曹
宅
市
」
やBD

で
は
尖
峯
山
と
い

う
。
金
華
山
南
麓
に
あ
り
、
き
れ
い
な
円
錐
形
で
印
象
的
な
山
で
あ
る
。

○
智
者
寺

「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」
に
見
え
る
。
稿
者
が
先
に
金
華
県
を
訪
ね
た
際
（
二
○
一
一
年
十

二
月
）
、
羅
店
か
ら
東
へ
の
道
し
る
べ
に
「
智
者
寺
」
の
看
板
を
見
た
が
、
残
念
な
が
ら
実
見
し
て
の
確

認
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
五
に
「
智
者
聖
寿
禅
寺
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
南

朝
梁
の
婁
約
法
師
が
武
帝
か
ら
尊
崇
さ
れ
、
智
者
国
師
と
称
さ
れ
た
が
、
や
が
て
故
郷
の
金
華
に
帰
り
、

そ
の
山
が
仏
法
興
隆
の
佳
地
で
あ
る
と
認
め
、
普
通
七
年
（
五
二
六
）
に
至
っ
て
、
勅
に
よ
り
智
者
寺
が

創
建
さ
れ
た
と
い
う
。
南
宋
の
嘉
泰
三
年
（
一
二
○
三
）
に
至
っ
て
重
修
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
折
り
の

こ
と
を
陸
游
が
「
智
者
寺
興
造
記
」
（
「
渭
南
文
集
」
巻
二
○
）
に
記
し
て
い
る
。
万
暦
一
五
年
（
一
五

八
二
）
に
治
県
の
汪
可
受
が
援
助
し
て
重
修
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
五
十
年
後
に
徐
霞
客
が
訪
れ
た
時
に

は
、
寺
は
既
に
廃
れ
て
い
た
と
い
う
。

○
陸
務
觀

陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
○
）
。
務
觀
は
字
で
、
号
は
放
翁
。
越
州
山
陰
（
今
の
浙
江
省

紹
興
）
の
人
。
詩
文
を
以
て
知
ら
れ
る
。
「
金
華
県
志
書
」
に
は
「
陸
游
碑
刻
。
與
智
者
玘
公
書
字
畫
題

勁
可
愛
今
移
府
治
」
と
あ
る
。

○
智
者
大
師

一
般
に
は
天
台
大
師
智
顗
の
こ
と
だ
が
、
前
掲
の
よ
う
に
梁
の
婁
約
法
師
を
指
す
。
陸
游

と
は
時
代
が
隔
た
る
。

○
搨
工

拓
本
を
取
る
職
人
。

○
尖
圓

円
錐
形
と
い
う
こ
と
か
。

○
芙
蓉
庵

「
金
華
県
志
書
」
に
「
芙
蓉
庵
。
在
縣
北
二
十
里
、
芙
蓉
峯
麓
」
と
あ
る
。

○
楊
家
山

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
楊
家
山
：
一
名
羊
角
山
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県

左
上
」
に
楊
家
山
が
あ
る
。

○
白
望
山

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
自
石
巖
山
南
下
鹿
田
、
經
塔
山
尖
、
南
至
白
望
山
：
縣
西
十

五
里
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
に
楊
家
山
の
北
に
白
望
山
が
あ
り
、BD

も
同
じ
。BD

とG
E

に
は
、
白
望
山
の
南
に
白
望
山
村
が
見
え
る
。

○
朱
開
府

朱
大
典
。
字
は
延
之
。
金
華
の
人
。
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
の
進
士
。
崇
禎
年
間
に

山
東
の
賊
を
平
定
し
、
鳳
陽
巡
撫
や
総
督
な
ど
歴
任
し
た
。
開
府
は
総
督
の
こ
と
。
の
ち
こ
の
地
の
総
督

と
な
り
、
福
王
の
時
（
一
六
四
四
～
一
六
四
五
）
に
、
南
下
す
る
清
軍
と
戦
い
戦
死
し
た
。
「
明
史
」
巻

二
七
六
本
伝
。

○
初
平
叱
石
成
羊

初
平
は
い
わ
ゆ
る
黄
（
皇
）
初
平
。
赤
松
子
と
称
さ
れ
る
晋
代
の
道
士
で
仙
人
。
金

華
山
で
得
道
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
山
を
赤
松
山
と
も
称
す
る
。
も
と
羊
飼
い
で
、
道
士
と
と
も
に
長
い

間
金
華
山
石
室
で
修
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
飼
っ
て
い
た
羊
が
い
つ
の
間
に
か
石
に
変
わ
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
気
が
つ
い
た
黄
初
平
が
叱
り
つ
け
た
と
こ
ろ
、
元
の
羊
に
も
ど
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
徐
霞
客

は
そ
の
羊
が
再
び
石
に
変
化
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
鹿
田
寺

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
五
に
「
西
鹿
田
寺
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宋
太
平
興
国
年
間

（
九
七
六
～
九
八
四
）
の
創
建
で
、
万
暦
年
間
に
治
県
の
汪
可
受
が
官
庁
三
間
を
建
て
た
。
の
ち
治
府
の

張
朝
瑞
（
後
出
）
が
寺
田
を
開
か
せ
殿
宇
を
建
て
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
が
金
華
山
中
の
一
つ
の
中
心

で
あ
る
。
な
お
、
現
在
こ
の
地
へ
至
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
、
羅
店
か
ら
北
へ
上
り
、
や
や
西
に
寄
っ
て
洞

前
村
に
至
り
、
双
龍
洞
か
ら
東
へ
登
っ
て
、
朝
真
洞
を
経
由
し
て
鹿
田
へ
至
る
道
で
あ
る
。
徐
霞
客
は
、

羅
店
か
ら
東
北
に
進
み
、
白
望
山
を
経
て
鹿
田
へ
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
朝
真
洞
か
ら
双
龍
洞
へ
下
る
こ
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と
に
な
る
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
に
鹿
田
村
が
あ
る
。
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」
で
は
陸
殿
と

あ
り
、
集
落
の
そ
ば
に
寺
院
の
記
号
を
記
す
。
今
も
金
華
山
山
中
に
鹿
田
の
地
名
が
あ
り
、
鹿
田
と
い
う

名
の
ダ
ム
が
あ
る
。

●
口
語
訳

《

》
金
華
山

10
［
九
日
］

早
朝
に
起
き
る
。
空
が
清
ら
か
で
ま
る
で
洗
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
王
敬
川
と
一
緒
に
金
華
府
城
の

西
門
か
ら
城
に
入
る
。
金
華
県
の
役
所
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。
そ
こ
は
人
々
が
ま
る
で
川
の
水
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
流
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
県
の
長
官
が
無
く
な
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
の
よ
う
だ
。
［
自
注
１
］

さ
ら
に
東
に
進
み
、
蘇
坊
嶺
に
登
る
。
こ
の
嶺
は
は
な
は
だ
平
坦
で
、
市
街
地
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
東

に
嶺
を
下
れ
ば
、
四
牌
坊
で
あ
る
。
蘇
坊
か
ら
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
商
店
が
た
い
へ
ん
賑
や
か
で
あ
る
。

蘇
坊
嶺
を
南
に
行
け
ば
、
金
華
府
の
役
所
で
あ
る
。

王
敬
川
と
一
緒
に
歙
人
の
や
っ
て
い
る
麵
食
堂
に
入
る
。
麵
が
と
て
も
お
い
し
い
。
そ
こ
で
一
人
で
二

人
分
を
平
ら
げ
た
。

そ
し
て
（
再
び
）
西
門
か
ら
城
外
へ
出
る
。
そ
の
ま
ま
城
壁
沿
い
に
西
北
へ
進
む
。
王
敬
川
は
な
お
残

惜
し
げ
に
し
て
し
ば
ら
く
同
行
し
た
が
、
や
が
て
別
れ
た
。

ま
も
な
く
低
い
丘
を
登
り
降
り
し
な
が
ら
進
み
、
十
里
で
羅
店
に
至
る
。

「
三
洞
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
。

す
る
と
「
前
に
傾
い
た
尖
峯
が
西
側
に
見
え
て
き
た
ら
、
そ
の
東
側
に
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。

（
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
）
土
地
の
人
を
つ
か
ま
え
て
詳
し
く
聞
い
て
み
た
。

（
す
る
と
）
「
金
華
山
の
中
程
が
鹿
田
寺
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
山
脈
が
東
に
伸
び
た
も
の
が
南
に
曲
が
っ

て
芙
蓉
峯
と
な
る
、
こ
れ
が
尖
峯
で
す
。
金
華
府
内
の
龍
脈
の
起
点
と
な
り
ま
す
。
（
鹿
田
寺
か
ら
）
西

の
伸
び
た
山
脈
群
が
南
に
集
ま
っ
た
も
の
が
三
洞
と
な
り
ま
す
。
三
洞
の
西
は
、
す
ぐ
に
蘭
渓
と
の
境
界

で
す
」
と
答
え
る
。

初
め
は
三
洞
を
経
由
し
て
蘭
渓
に
取
っ
て
返
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
東
に
も
他
に
よ
い
景
勝

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
芙
蓉
峯
へ
と
向
か
っ
て
進
む
こ
と
に
す
る
。

羅
店
か
ら
東
北
に
五
里
で
智
者
寺
で
あ
る
。
そ
こ
は
芙
蓉
峯
の
西
に
あ
た
り
、
金
華
山
南
麓
を
代
表
す

る
寺
院
で
あ
る
。
（
し
か
し
）
今
は
荒
れ
果
て
て
い
る
。
そ
の
中
で
一
殿
の
中
に
石
碑
が
ひ
と
つ
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
陸
游
が
智
者
大
師
の
た
め
に
こ
の
寺
を
再
建
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

碑
文
は
陸
游
の
揮
毫
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
石
碑
の
背
に
は
陸
游
と
智
者
大
師
の
書
簡
数
編
を
刻
ん
で

い
た
。
碑
文
は
楷
書
で
、
書
簡
は
行
書
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
趣
が
あ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
お

し
い
こ
と
に
は
職
人
が
い
な
い
た
め
、
拓
本
一
通
を
得
て
楽
し
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

智
者
寺
の
東
に
は
芙
蓉
庵
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
芙
蓉
峯
に
登
る
道
が
あ
る
。
私
は
、
芙
蓉
峯
は
確
か
に

円
錐
形
で
面
白
い
が
、
そ
の
高
さ
は
北
山
の
半
分
に
も
及
ば
な
い
、
（
だ
か
ら
登
る
ま
で
も
な
い
）
と
考

え
た
。
そ
こ
で
こ
の
峯
は
登
ら
な
い
こ
と
に
し
た
。
か
く
し
て
智
者
寺
か
ら
西
北
へ
、
山
路
を
登
る
。
峯

や
窪
地
を
登
り
降
り
し
て
い
る
と
、
五
里
で
清
景
庵
に
至
っ
た
。
庵
僧
の
道
修
が
引
き
留
め
て
食
事
を
振

る
舞
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
後
、
私
を
引
率
し
て
北
の
窪
地
か
ら
楊
家
山
に
登
る
。
楊
家
山
は
北
山
が
南
に

伸
び
て
い
る
そ
の
第
二
層
で
あ
る
。
さ
ら
に
南
に
下
れ
ば
芙
蓉
峯
で
、
こ
れ
が
第
三
層
で
あ
る
。

楊
家
山
の
西
側
を
廻
り
、
二
つ
の
山
が
挟
ん
で
い
る
間
を
通
っ
て
北
に
向
か
う
。
［
自
注
２
］
だ
い
た
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い
七
里
ほ
ど
で
、
北
山
が
後
ろ
に
聳
え
、
楊
家
山
が
前
面
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
中
間
に
窪
地
が
開
け
る
。

そ
こ
に
は
巨
石
が
横
た
わ
り
、
空
に
聳
え
る
。
そ
の
岩
を
重
ね
て
台
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
竹

が
植
え
ら
れ
房
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
朱
開
府
の
別
荘
で
あ
っ
た
。［
自
注
３
］

そ
の
東
北
は
石
が
さ
ら
に
壘
壘
と
重
な
り
、
大
き
い
も
の
は
獅
子
や
象
く
ら
い
も
あ
り
、
小
さ
い
も
の

で
も
鹿
や
豚
く
ら
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
草
む
ら
の
中
に
蹲
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
石
浪
で
あ
る
。
あ
の
黄

初
平
が
石
を
叱
り
つ
け
て
羊
に
変
え
た
場
所
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
ま
た
石
に
変
化
し
て
い
る
。

石
の
上
が
鹿
田
寺
で
あ
る
。
玉
女
が
鹿
を
駆
使
し
て
耕
地
を
耕
し
た
の
こ
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。
耕
地

の
前
に
石
が
あ
る
。
そ
の
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
馴
鹿
石
」
と
い
う
。

［
自
注
１
］
長
官
は
、
歙
県
出
身
で
項
士
龍
と
い
う
人
で
あ
り
、
辛
未
の
進
士
で
あ
っ
た
。
五
日
間
の
間

に
、
士
龍
本
人
の
他
、
彼
の
父
親
と
彼
の
三
人
の
息
子
ら
が
相
次
い
で
痢
病
で
な
く
な
っ
た
。

［
自
注
２
］
東
が
楊
家
山
で
、
山
の
辺
り
に
民
家
が
数
十
軒
あ
る
。
西
が
白
望
山
で
、
仙
人
が
鹿
を
眺
め

た
と
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

［
自
注
３
］
朱
の
名
は
大
典
で
あ
る
。

金
華
山
［
そ
の
二
］
―
鹿
田
寺
か
ら
金
華
山
の
奥
を
極
め
る

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

此
の
寺
や
其
の
來
る
こ
と
已
に
久
し
く
、
後
に
諸
宦
の
蠶
食
す
る
所
と
な
る
。
而
し
て
郡
公
の
張
朝
瑞
、

［
海
州
の
人
な
り
。
］
殿
を
創
り
て
羊
を
存
す
。
屠
赤
水
に
「
遊
紀
」
有
り
て
其
の
間
に
刻
す
。

余
至
る
に
已
に
下
午
な
り
。
問
ふ
に
鬭
雞
巖

其
の
東
に
在
り
と
。
即
ち
靜
聞
と
同
に
し
、
二
里
に
し

て
東
の
か
た
山
橋
を
過
ぐ
。
山
橋
よ
り
東
に
下
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
兩
峯
橫
夾
す
。
澗
其
の
中
よ
り
出

づ
。
峯
の
石
は
皆

片
片
と
し
て
空
を
排
し
澗
に
赴
き
、
形
は
雞
冠
の
怒
起
せ
る
が
如
し
。
溪
流
其
の
下

に
奔
躍
す
、
亦
た
一
勝
な
り
。
巖
よ
り
東
に
下
る
こ
と
數
里
に
し
て
、
赤
松
宮
た
り
。
乃
ち
郡
城
の
東
門

に
入
る
所
の
道
な
り
、
蓋
し
芙
蓉
峯
の
東
坑
な
り
。

鬭
雞
巖
の
上
に
樵
者
の
趙
姓
な
る
も
の
の
之
に
居
る
有
り
。
北
山
の
巓
を
指
さ
し
（
て
曰
く
）
、
「
北

山
の
巓
に
棋
盤
石
有
り
。
石
の
後
に
西
玉
壺
有
り
、
水
の
石
よ
り
下
に
注
ぐ
。
旱
時
に
取
り
て
以
て
雩
祝

を
な
さ
ば
、
極
著
に
靈
驗
あ
り
」
と
。

時
に
日
已
に
下
舂
な
る
も
、
靜
聞
と
亟
か
に
蓁
莽
の
中
よ
り
攀
援
し
て
上
る
。
上
る
こ
と
之
を
久
し
く

し
て
、
忽
ち
呼
聲
を
聞
く
。
蓋
し
趙
樵
の
余
の
誤
り
て
西
す
る
を
見
、
復
た
東
を
指
し
て
積
莽
の
中
よ
り

行
か
し
む
る
な
ら
ん
。

約
ぼ
直
ち
に
躡
む
こ
と
二
里
に
し
て
、
始
め
て
石
の
畔
に
至
る
。
石
の
前
に
平
臺
有
り
。
後
ろ
に
は
疊

塊
を
聳
え
し
む
。
中
に
列
室
一
楹
あ
り
、
仙
像
を
中
に
塑
す
、
即
ち
此
の
山
の
主
な
り
。

像
の
後
の
石
室
の
下
に
水
一
盆
有
り
。
蓋
し
即
ち
雩
祝
の
水
な
り
。
然
る
に
其
の
上
に
尚
ほ
澗
有
り
、

泠
泠
と
し
て
山
頂
よ
り
下
る
。

時
に
日
已
に
墮
ち
ん
と
欲
す
。
因
り
て
流
れ
を
溯
の
ぼ
り
て
再
び
躋
す
れ
ば
、
則
ち
石
峽
の
門
の
如
き

あ
り
、
水

中
よ
り
出
づ
。
門
の
上
に
更
に
平
壑
を
得
。
則
ち
稱
す
る
所
の
西
玉
壺
な
ら
ん
。

聞
く
に
、
其
の
東
に
尚
ほ
東
玉
壺
有
り
、
皆
に
山
頭
に
て
水
を
出
す
の
壑
な
り
。
西
玉
壺
の
水
は
、
南

に
下
る
者
は
棋
盤
石
よ
り
し
て
三
洞
に
潛
溢
し
、
北
に
下
る
者
は
裏
水
源
よ
り
し
て
蘭
溪
の
北
に
出
づ
。

東
玉
壺
の
水
は
、
南
に
下
る
者
は
赤
松
宮
よ
り
し
て
金
華
に
出
で
、
東
に
下
る
者
は
義
烏
に
出
で
、
北
に
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下
る
者
は
浦
江
に
出
づ
。
蓋
し
亦
た
一
郡
分
流
の
脊
な
り
と
云
ふ
。

玉
壺
は
昔
は
又
た
盤
泉
と
名
す
。
分
れ
て
上
に
聳
ゆ
る
者
、
今
又
た
稱
し
て
三
望
尖
と
な
す
。
之
を
文

る
者
は
金
星
峯
と
な
す
、
之
を
總
す
る
に
所
謂
る
北
山
な
り
。
甫
め
て
峯
頭
に
至
る
に
、
適
々
落
日
の
淵

た
ま
た
ま

に
沉
む
に
當
る
。
其
の
下
は
恰
も
水
光
の
一
片
の
之
を
承
け
、
滉
漾
と
し
て
定
ま
ら
ざ
る
有
り
。
想
ふ
に

即
ち
衢
江
の
西
來
し
て
一
曲
し
、
正
に
其
の
處
に
當
る
な
り
。

夕
陽
已
に
墜
ち
、
皓
魄
繼
い
で
輝
く
。
萬
籟
盡
く
收
ま
り
、
一
に
碧
な
る
こ
と
洗
ふ
が
如
し
。
眞
に
是

れ
骨
を
濯
ぐ
の
玉
壺
に
し
て
、
我
が
兩
人
の
形
と
影
と
倶
に
異
な
る
を
覺
る
。
迴
り
念
ふ
に
下
界
の
碌
碌

た
る
、
誰
か
復
た
此
の
清
光
を
知
ら
ん
。
即
ち
樓
に
登
り
て
舒
嘯
し
、
釃
酒
も
て
江
に
臨
む
有
る
も
、
其

の
余
輩
の
獨
り
萬
山
の
顛
を
躡
み
、
徑
窮
ま
り
路
絶
え
、
塵
界
の
表
に
迥
然
た
り
て
、
啻
だ
に
霄
壤
の
み

な
ら
ざ
る
に
視
べ
ん
や
。
山
精
怪
獸
の
群
し
て
我
に
狎
る
と
雖
も
、
亦
た
懼
れ
と
な
す
に
足
ら
ず
、
而
る

く
ら

を
況
ん
や
寂
然
不
動
と
し
て
、
太
虚
と
同
に
遊
ぶ
を
や
。

徘
徊
之
を
久
し
う
す
、
仍
り
て
下
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
盤
石
に
至
る
。

又
た
莽
棘
の
中
よ
り
下
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
鬭
雞
巖
に
至
る
。
趙
樵
聲
を
聞
き
、
戸
を
啓
き
て
出
づ
。

亦
た
以
爲
へ
ら
く
「
山
に
居
り
て
以
來
、
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
。
復
た
西
に
上
る
こ
と
一
里
に
し

て
山
橋
に
至
り
、
又
た
西
に
二
里
に
し
て
鹿
田
寺
に
至
る
。
僧
の
瑞
峯
・
從
聞

余
輩
の
久
し
く
至
ら
ざ

る
を
以
て
、
方
に
路
を
分
ち
て
遙
に
呼
す
。
聲

山
谷
を
震
は
す
。
寺
に
入
り
、
浴
し
て
臥
に
就
く
。

●
語
注

○
張
朝
瑞

一
五
三
六
～
一
六
○
三
。
字
は
子
禎
、
淮
安
海
州
の
人
。
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）
の
進
士

で
、
安
丘
令
や
金
華
府
知
事
を
歴
任
し
、
南
京
鴻
臚
寺
卿
で
官
を
終
え
た
。
府
治
時
代
に
鹿
田
寺
を
重
修

し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
三
形
勝
に
は
、
彼
が
万
暦
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に

山
を
切
り
開
い
て
鹿
田
寺
へ
の
道
を
整
備
し
、
寺
を
再
建
し
た
と
あ
る
。

○
屠
赤
水

屠
隆
（
一
五
四
二
～
一
六
○
五
）
。
字
は
緯
真
、
あ
る
い
は
長
卿
、
浙
江
鄞
の
人
。
万
暦
五

年
（
一
五
七
七
）
の
進
士
。
諸
官
を
歴
任
し
た
が
、
在
官
七
年
で
退
き
、
遊
歴
に
ふ
け
っ
た
。
家
が
貧
し

く
、
売
文
で
生
活
を
し
た
。「
明
史
」
巻
二
八
八
本
伝
。

○
鬭
鶏
巌

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
走
鹿
田
東
分
玉
屏
山
、
至
闘
鶏
巖
：
兩
山
對
峙
勢
甚
峭
厲
如

闘
鶏
」
と
あ
る
。「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
に
は
鹿
田
村
の
東
に
鬪
鶏
巌
が
あ
る
。

○
山
橋

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
中
駕
石
梁
爲
山
橋
：
縣
北
二
十
五
里
二
都
二
圖
、
在
闘
鶏
巖
間
。

泉
流
曲
折
爲
瀑
爲
湍
。
石
梁
跨
其
上
。
下
有
瀬
䟎
巖
、
西
有
石
筍
。
城
郭
全
景
、
宛
在
目
睫
。
有
宋
王
埜

書
堂
遺
址
」
と
あ
る
。「
金
華
県
志
書
」
金
華
県
境
図
に
、
山
橋
が
見
え
る
。BD

やG
E

に
よ
れ
ば
、
鹿

田
村
か
ら
東
に
一
山
越
え
た
と
こ
ろ
に
山
橋
殿
と
い
う
村
が
あ
る
。

○
赤
松
宮

「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
で
は
鬪
鶏
巌
の
東
南
に
赤
松
宮
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
存

在
を
示
し
た
だ
け
で
、
実
際
に
は
赴
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
の
赤
松
山
に
あ
る
赤
松
道
院
を
指

す
。
「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
五
に
「
宝
積
観
」
が
あ
り
「
在
縣
東
北
二
十
里
赤
松
山
。
舊
稱
赤
松
子
廟
」

と
あ
る
。
黄
初
平
が
石
を
叱
っ
て
羊
と
し
た
場
所
で
あ
る
と
い
う
。
五
代
呉
越
時
代
に
修
さ
れ
、
宋
大
中

祥
府
元
年
（
一
○
○
八
）
に
そ
の
名
を
賜
っ
た
。
の
ち
火
事
に
罹
っ
た
が
、
万
暦
三
年
（
一
五
二
四
）
に

治
県
の
汪
可
受
に
よ
り
、
重
修
さ
れ
た
。
現
在
は
元
の
場
所
が
ダ
ム
に
沈
ん
だ
た
め
、
ダ
ム
湖
を
見
下
ろ

す
場
所
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
金
華
山
最
大
の
規
模
を
誇
る
道
観
の
黄
仙
大
祖
宮
は
、
同
じ

く
黄
初
平
を
祭
る
が
、
鹿
田
に
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
赤
松
宮
と
は
異
な
る
。

○
棋
盤
石

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
石
棊
盤
：
縣
北
三
十
里
四
十
都
一
圖
。
左
右
峻
險
。
㘭
間
湧
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一
石
峯
如
鶏
卵
。
中
劈
爲
二
。
一
竪
一
平
。
臥
臥
者
爲
棊
盤
、
竪
者
棋
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
金
華

県
左
上
」
に
は
、
鬪
鶏
巌
の
北
側
に
、
石
棋
盤
が
あ
る
。

○
西
玉
壺

「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
に
石
棋
盤
か
ら
北
に
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
西
玉
壺
山
が
あ
る
。

蘭
渓
県
と
の
境
で
あ
る
。

○
東
玉
壺

「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
に
は
、
西
玉
壺
山
か
ら
か
な
り
東
に
、
玉
壺
山
が
あ
る
。

○
三
洞

金
華
三
洞
。
後
述
。

○
盤
泉

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
自
大
盤
尖
西
南
經
盤
泉
：
爲
金
華
山
最
高
處
。
由
山
橋
進
十
五

里
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
で
は
、
石
棋
盤
か
ら
西
玉
壺
山
へ
の
半
ば
に
盤
泉
村
が
あ

り
、「
陸
軍
図
・
曹
宅
市
」
に
は
、
山
中
に
龍
泉
村
が
あ
る
。

○
三
望
尖

不
詳
。
盤
泉
の
先
に
あ
る
峯
と
し
て
、
「
全
省
輿
図
」
で
は
白
蘭
山
や
大
帽
尖
を
、
「
陸
軍

図
」
は
白
蘭
尖
や
大
盤
山
を
あ
げ
る
。

○
玉
壺
昔

朱
恵
栄
は
、
西
玉
壺
の
こ
と
と
す
る
。

○
峯
頭

西
玉
壺
峯
だ
ろ
う
。

○
衢
江

衢
州
か
ら
東
に
流
れ
、
蘭
渓
で
北
上
す
る
金
華
江
と
合
流
し
て
富
春
江
と
な
る
。

○
盤
石

棋
盤
石
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
霄
壤

天
地
。
距
離
が
と
て
も
開
い
て
い
る
こ
と
の
た
と
え
。

○
所
未
有

夕
闇
の
中
を
押
し
て
山
中
を
彷
徨
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
あ
き
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

●
口
語
訳

こ
の
寺
（
鹿
田
寺
）
は
そ
の
来
歴
は
古
い
が
、
後
に
宦
官
達
に
よ
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
食
い
物
に
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
金
華
府
知
事
の
張
朝
瑞
［
自
注
１
］
が
、
殿
宇
を
創
建
し
、
石
の
羊
の
群
れ
を
保
全

し
た
。
屠
赤
水
の
手
に
な
る
「
遊
紀
」
が
あ
り
、
殿
宇
の
中
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

私
が
そ
こ
に
到
着
し
た
の
は
、
已
に
午
後
で
あ
っ
た
。
聞
い
て
み
る
と
、
闘
鶏
巌
が
そ
の
東
に
あ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
す
ぐ
さ
ま
、
静
聞
君
と
一
緒
に
、
二
里
東
に
進
み
山
橋
を
渡
る
。
山
橋
を
東
に

下
る
と
、
二
つ
の
峯
に
挟
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
た
。
小
川
が
そ
の
中
か
ら
流
れ
出
て
い
る
。
峯
の
石

は
す
べ
て
切
れ
切
れ
に
な
っ
て
い
て
、
空
へ
飛
び
出
し
、
小
川
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

り
、
そ
の
形
は
鶏
の
ト
サ
カ
が
怒
起
し
て
い
る
の
に
似
て
い
る
。
渓
流
が
そ
の
下
へ
と
走
り
流
れ
落
ち
て

い
て
、
こ
れ
も
ま
た
一
景
勝
で
あ
る
。

闘
鶏
巌
か
ら
東
に
数
里
下
る
と
、
赤
松
宮
で
あ
る
。
こ
こ
を
下
る
と
金
華
府
城
の
東
門
へ
と
連
な
る

道
で
あ
る
。
思
う
に
芙
蓉
峯
の
東
の
谷
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う
。

闘
鶏
巌
の
上
に
、
趙
と
い
う
姓
の
樵
夫
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は
北
山
の
頂
を
指
さ
し
て
、
「
北
山
の
頂

に
碁
盤
石
が
あ
る
。
石
の
後
ろ
に
『
西
玉
壺
』
が
あ
り
、
石
か
ら
水
が
そ
こ
に
注
い
で
い
る
。
日
照
り
の

時
に
そ
の
水
を
取
っ
て
雨
乞
い
を
す
れ
ば
、
と
て
も
霊
験
が
あ
る
」
と
い
う
。

時
に
日
は
已
に
傾
い
て
い
る
が
、
静
聞
君
と
と
も
に
急
い
で
草
む
ら
を
掻
き
分
け
て
登
る
。
し
ば
ら
く

登
る
と
、
不
意
に
呼
び
か
け
る
声
が
聞
こ
え
た
。
趙
樵
夫
が
、
私
た
ち
が
間
違
っ
て
西
寄
り
に
な
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
東
を
指
さ
し
て
深
い
草
む
ら
の
中
を
誘
導
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
っ
す
ぐ
に
約
二
里
ば
か
り
で
、
や
っ
と
石
の
群
れ
の
あ
た
り
に
着
く
。
石
の
前
に
平
ら
な
台
が
あ

る
。
後
ろ
に
は
岩
が
積
み
重
な
っ
て
聳
え
て
い
る
。
そ
の
中
に
一
間
ほ
ど
の
小
屋
が
あ
り
、
仙
人
の
塑
像

が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
山
の
主
で
あ
る
。
塑
像
の
後
ろ
の
石
室
の
下
に
盆
ほ
ど
の
水
た
ま
り
が
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あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
雨
乞
い
の
水
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
そ
の
上
に
方
に
は
小
川
が
あ
っ
て
、
清
ら

か
に
山
頂
か
ら
下
っ
て
い
る
。

時
に
太
陽
は
沈
も
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
（
急
い
で
）
そ
の
流
れ
を
遡
っ
て
再
び
進
む
と
、
門
の
よ

う
に
石
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
水
が
注
ぎ
出
で
て
い
た
。
門
の
上
流
に
さ
ら
に
浅

く
平
坦
な
溝
が
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
西
玉
壺
で
あ
ろ
う
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
こ
か
ら
東
に
さ
ら
に
東
玉
壺
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
山
の
頭
か
ら
水
を
出
し

て
谷
を
な
し
て
い
る
と
。
西
玉
壺
か
ら
の
水
は
、
南
に
下
る
も
の
は
棋
盤
石
を
経
て
三
洞
に
浸
潤
し
て
い

き
、
北
に
下
る
も
の
は
裏
水
源
を
経
て
蘭
渓
の
北
に
出
る
。
東
玉
壺
の
水
は
、
南
に
下
る
も
の
は
赤
松
宮

を
経
て
金
華
府
城
に
出
、
東
に
下
る
も
の
は
義
烏
県
に
出
、
北
に
下
る
も
の
は
浦
江
県
に
出
る
。
お
お
む

ね
こ
こ
が
、
金
華
府
の
分
水
嶺
で
あ
る
と
い
う
。

玉
壺
は
昔
は
盤
泉
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
上
に
先
が
分
か
れ
て
聳
え
て
い
る
も
の
を
、
今
は
三
望

尖
と
称
し
て
い
る
。
飾
っ
て
言
う
場
合
は
、
金
星
峯
と
す
る
が
、
総
称
す
れ
ば
北
山
で
あ
る
。
や
っ
と
峯

の
先
端
に
至
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
落
日
が
深
い
川
に
沈
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
峯
の
下
を
眺
め
や
れ
ば
、
一

筋
の
水
が
残
光
を
受
け
て
光
り
、
滔
々
と
水
を
湛
え
て
姿
を
一
定
に
し
て
い
な
い
も
の
が
見
え
る
。
思
う

に
衢
江
が
西
か
ら
流
れ
て
き
て
ひ
と
た
び
曲
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
な
の
で
あ
ろ
う
。

夕
陽
は
已
に
沈
み
、
次
い
で
月
が
輝
い
て
く
る
。
天
地
の
間
の
全
て
の
音
は
消
え
去
り
、
紺
碧
の
世
界

は
洗
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
ま
こ
と
に
こ
の
玉
壺
は
人
を
骨
髄
か
ら
洗
浄
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
二
人

は
、
身
体
と
影
と
が
別
物
で
あ
る
こ
と
を
覚
る
も
の
で
あ
っ
た
。
思
う
に
下
界
の
世
界
は
こ
せ
こ
せ
し
て

い
て
、
誰
が
こ
の
よ
う
な
清
ら
か
な
光
り
の
輝
き
を
理
解
し
て
い
よ
う
か
。
仮
に
高
殿
に
登
っ
て
長
く
吟

じ
た
り
、
う
ま
酒
を
用
意
し
て
大
江
を
眺
め
た
り
し
た
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
う
し
て
万
山
の
絶
頂

を
踏
み
、
道
を
窮
め
尽
く
し
て
い
っ
て
、
塵
埃
に
ま
み
れ
た
世
俗
世
界
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
が
、
天
と

地
と
の
間
ほ
ど
も
あ
る
こ
と
と
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
山
の
精
霊
や
怪
獣
が
、

群
れ
を
な
し
て
近
づ
い
て
来
た
と
し
て
も
、
恐
る
る
に
足
り
な
い
。
ま
し
て
や
静
寂
の
中
、
万
物
が
動
か

な
い
中
で
、
天
空
・
宇
宙
と
と
も
に
遊
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
愉
し
み
は
ま
た
と
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
彷
徨
し
、
や
が
て
二
里
下
り
、
盤
石
に
至
る
。

さ
ら
に
草
藪
の
中
を
二
里
下
り
、
闘
鶏
巌
に
至
る
。
趙
樵
夫
が
私
た
ち
の
声
を
聞
き
つ
け
、
戸
を
開
け

て
出
て
き
た
。
そ
し
て
「
自
分
が
こ
の
山
に
住
ん
で
か
ら
、
あ
な
た
方
の
よ
う
な
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

よ
」
と
言
う
。

さ
ら
に
ま
た
西
に
一
里
上
っ
て
山
橋
に
至
り
、
さ
ら
に
西
に
二
里
で
鹿
田
寺
に
至
る
。
寺
僧
の
瑞
峯
と

従
聞
が
、
私
た
ち
が
中
々
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
二
手
に
分
か
れ
て
遠
く
か
ら
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
声
が
、
谷
を
震
わ
せ
て
い
た
。

鹿
田
寺
に
入
り
、
入
浴
し
て
就
寝
す
る
。

［
自
注
１
］
海
州
の
人

［
十
月
十
日
］

＊
概
要
：
金
華
山
遊
の
二
日
目
。
鹿
田
寺
の
寺
僧
に
案
内
さ
れ
て
金
華
三
洞
探
索
へ
。
昼
過
ぎ
に
は
探
索

を
終
え
、
山
中
を
西
北
に
進
ん
で
蘭
渓
県
域
に
入
り
、
夜
道
を
迷
い
な
が
ら
よ
う
や
く
洞
源
寺
に
到
着
し
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て
、
泊
。
洞
窟
探
索
の
記
録
は
詳
細
で
あ
る
。
長
文
な
の
で
、
訳
注
は
六
部
に
分
け
た
。

■
本
文
の
部

初
十
日

雞
鳴
起
飯
。
天
色
已
曙
。
瑞
峯
爲
余
束
炬
數
枚
、
與
靜
聞
分
肩
以
從
。
從
朱
莊
後
西
行
一
里
、

北
而
登
嶺
。
嶺
甚
峻
、
約
一
里
、
有
石
聳
突
峯
頭
。
由
石
畔
循
北
山
而
東
、
可
達
玉
壺
。
由
石
畔
逾
峯
而

北
、
即
朝
眞
洞
矣
。
洞
門
在
高
峯
之
上
、
西
向
穹
然
。
下
臨
深
壑
、
壑
中
居
舍
環
聚
。
恍
疑
避
秦
、
不
知

從
何
而
入
。
詢
之
、
即
雙
龍
洞
外
居
人
也
。

蓋
北
山
自
玉
壺
西
來
、
中
支
至
此
而
盡
。
後
復
生
一
支
、
西
走
蘭
溪
。
後
支
之
層
分
而
南
者
、
一
環
而

爲
龍
洞
塢
、
再
環
而
爲
講
堂
塢
、
三
環
而
爲
玲
瓏
巖
塢
。
而
金
華
之
界
、
於
是
乎
盡
。
玲
瓏
巖
之
西
、
又

環
而
爲
鈕
坑
、
則
蘭
溪
之
東
界
矣
。
再
環
而
爲
白
坑
、
三
環
而
爲
水
源
洞
。
而
崇
崖
巨
壑
、
亦
於
是
乎
盡
。

後
支
層
繞
中
支
。
中
支
西
盡
、
頹
然
下
墜
。
一
墜
而
朝
眞
闢
焉
。
其
洞
高
峙
而
底
燥
。
再
墜
而
冰
壺
窪
焉
。

其
洞
深
奧
而
水
中
懸
。
三
墜
而
雙
龍
竅
焉
。
其
洞
變
幻
而
水
平
流
。
所
謂
三
洞
也
、
洞
門
倶
西
向
、
層
累

而
下
。
各
去
里
許
、
而
山
勢
嶄
絶
、
俯
瞰
仰
觀
、
各
不
相
見
。
而
洞
中
之
水
、
實
層
注
焉
。
中
支
既
盡
、

南
下
之
脈
復
再
起
而
爲
白
望
山
。
東
與
楊
家
山
駢
列
于
北
山
之
前
。
而
爲
鹿
田
門
戸
者
也
。

朝
眞
洞
門
軒
豁
、
内
洞
稍
窪
而
下
。
秉
燭
深
入
、
左
有
一
隙
如
夾
室
。
宛
轉
從
之
。
夾
窮
而
有
水
滴
瀝
。

然
隙
底
仍
燥
。
不
知
水
從
何
去
也
。
出
夾
室
、
直
窮
洞
底
。
則
巨
石
高
下
、
仰
眺
愈
穹
、
俯
瞰
愈
深
。
從

石
隙
攀
躋
下
墜
、
復
得
巨
夾
。
忽
有
光
一
縷
自
天
而
下
。
蓋
洞
頂
高
盤
千
丈
、
石
隙
一
規
。
下
逗
天
光
、

宛
如
半
月
。
幽
暗
中
得
之
、
不
啻
明
珠
寶
炬
矣
。
既
出
内
洞
、
其
左
復
有
兩
洞
。
下
洞
所
入
無
幾
。
上
洞

宛
轉
亦
如
夾
室
。
右
有
懸
竅
。
下
窺
無
底
。
想
即
内
洞
之
深
墜
處
也
。

出
洞
、
仍
從
突
石
峯
頭
南
下
。
里
許
、
折
而
西
北
、
又
里
許
、
得
冰
壺
洞
。
蓋
朝
眞
下
墜
之
次
重
矣
。

洞
門
仰
如
張
吻
。
先
投
杖
垂
炬
而
下
、
滾
滾
不
見
其
底
。
乃
攀
隙
倚
空
入
其
咽
喉
。
忽
聞
水
聲
轟
轟
。
愈

秉
炬
從
之
、
則
洞
之
中
央
、
一
瀑
從
空
下
墜
。
〔
冰
花
玉
屑
、
從
黑
暗
處
耀
成
潔
彩
。
〕
水
墜
石
中
、
復

不
知
從
何
流
去
。
復
秉
炬
四
窮
。
其
深
陷
踰
於
朝
眞
、
而
屈
曲
不
及
也
。

出
洞
、
直
下
里
許
、
得
雙
龍
洞
。
洞
闢
兩
門
。
［
瑞
峯
曰
、
「
此
洞
初
止
一
門
。
其
南
向
者
、
乃
萬
暦

間
水
傾
崖
石
而
成
者
」
。
］
一
南
向
、
一
西
向
。
倶
爲
外
洞
。
軒
曠
宏
爽
、
如
廣
廈
高
穹
、
閶
闔
四
啓
。

非
復
曲
房
夾
室
之
觀
。
而
石
筋
夭
矯
、
石
乳
下
垂
、
作
種
種
奇
形
異
状
。
此
「
雙
龍
」
之
名
所
由
起
。
中

有
兩
碑
最
古
、
一
立
者
、
鎸
「
雙
龍
洞
」
三
字
、
一
仆
者
、
鎸
「
冰
壺
洞
」
三
字
。
倶
用
燥
筆
作
飛
白
之

形
、
而
不
著
姓
名
。
必
非
近
代
物
也
。
流
水
自
洞
後
穿
内
門
西
出
、
經
外
洞
而
去
。
俯
視
其
所
出
處
、
低

覆
僅
餘
尺
五
。
正
如
洞
庭
左
衽
之
墟
、
須
帖
地
而
入
。
第
彼
下
以
土
、
此
下
以
水
爲
異
耳
。
瑞
峯
爲
余
借

浴
盆
於
潘
姥
家
。
［
姥
居
洞
口
。
］
姥
餉
以
茶
果
。
乃
解
衣
置
盆
中
、
赤
身
伏
水
、
推
盆
而
進
隘
。
隘
五

六
丈
、
輒
穹
然
高
廣
。
一
石
板
平
庋
洞
中
。
離
地
數
尺
、
大
數
十
丈
、
薄
僅
數
寸
。
其
左
則
石
乳
下
垂
、

色
潤
形
幻
、
若
瓊
柱
寶
幢
、
橫
列
洞
中
。
其
下
分
門
剖
隙
、
宛
轉
玲
瓏
。
溯
水
再
進
、
水
竇
愈
伏
、
無
可

容
入
矣
。
竇
側
石
畔
一
竅
如
注
。
孔
大
僅
容
指
、
水
從
中
出
。
以
口
承
之
、
甘
冷
殊
異
。
約
内
洞
之
深
廣

更
甚
於
外
洞
也
。

要
之
、
朝
眞
以
一
隙
天
光
爲
奇
、
冰
壺
以
萬
斛
珠
璣
爲
異
、
而
雙
龍
則
外
有
二
門
、
中
懸
重
幄
、
水
陸

兼
奇
、
幽
明
湊
異
者
矣
。

出
洞
、
日
色
已
中
。
潘
姥
爲
炊
黄
粱
以
待
。
感
其
意
而
餐
之
、
報
之
以
杭
傘
一
把
。
乃
別
二
僧
。
西
逾

一
嶺
。
嶺
西
復
成
一
塢
。
由
塢
北
入
、
仍
轉
而
東
、
去
雙
龍
約
五
里
矣
。
又
上
山
半
里
而
得
講
堂
洞
焉
。

其
洞
亦
有
二
門
、
一
西
北
向
、
一
西
南
向
。
軒
爽
高
潔
、
亢
出
雙
龍
洞
之
上
、
幽
無
雙
龍
洞
之
黯
。
眞
可

居
可
憩
之
地
。
昔
爲
劉
孝
標
揮
麈
處
。
今
則
塑
白
衣
大
士
於
中
。
蓋
即
北
山
後
支
南
下
第
一
嶺
、
其
陽
迴
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環
三
洞
、
而
陰
又
闢
成
此
洞
也
。
嶺
下
塢
中
居
民
、
以
燒
石
爲
業
。
其
澗
涸
而
無
底
流
、
居
人
倶
登
山
汲

水
於
講
堂
之
上
。
渡
澗
、
復
西
逾
第
二
嶺
、
則
北
山
後
支
南
下
之
第
二
層
也
。
下
嶺
、
其
塢
甚
逼
。
然
澗

中
有
流
淙
淙
北
來
。
又
渡
而
西
、
再
循
嶺
北
上
、
磴
闢
流
湧
。
則
北
山
後
支
南
下
之
第
三
層
也
。
外
隘
而

中
轉
、
是
名
玲
瓏
巖
、
去
講
堂
又
約
六
里
矣
。
塢
中
居
室
鱗
次
、
自
成
洞
壑
。
晉
人
桃
源
不
是
過
。
轉
而

西
、
逾
其
嶺
、
則
蘭
溪
界
也
。
下
嶺
爲
鈕
坑
。
亦
有
居
人
數
十
家
。
又
逾
一
嶺
曰
思
山
祠
。
則
北
山
後
支

南
下
之
第
四
層
也
。
去
玲
瓏
巖
西
又
約
六
里
矣
。

時
日
已
將
墜
、
問
洞
源
寺
路
、
或
曰
「
十
里
」
、
或
曰
「
五
里
」
。
〔
亟
下
嶺
、
〕
循
澗
南
趨
五
里
、
暮

至
白
坑
。
居
人
頗
多
、
亦
倶
燒
石
。
又
西
逾
石
塔
嶺
、
則
北
山
後
支
南
下
之
第
五
層
也
。
洞
源
寺
即
在
嶺

後
高
峯
之
北
、
從
此
嶺
穿
徑
而
上
僅
里
許
、
而
其
正
路
在
山
前
下
洞
之
旁
。
蓋
此
地
亦
有
三
洞
。
下
爲
水

源
洞
、
［
一
名
湧
雪
。
］
上
爲
上
洞
。
［
一
名
白
雲
。
］
中
爲
紫
雲
洞
。
而
其
地
總
以
「
水
源
」
名
、
故
一

寺
而
或
名
水
源
、
或
名
上
洞
。
而
寺
與
水
源
洞
異
地
。
由
嶺
上
徑
道
抵
寺
、
故
前
曰
「
五
里
」
由
水
源
洞

下
嶺
復
上
、
故
前
曰
「
十
數
里
」
。

時
昏
黑
不
辨
山
路
、
無
可
詢
問
。
竟
循
大
路
下
山
。
已
見
一
徑
西
岐
而
下
。
強
靜
聞
從
之
。
久
而
不
得

寺
、
祗
＊
１

見
石
窰
滿
前
、
徑
路
紛
錯
。
正
徬
徨
間
、
望
見
一
燈
隱
隱
、
亟
投
之
、
則
水
舂
也
。
其
人
曰
、

「
此
地
即
水
源
、
由
此
塢
北
過
洪
橋
、
循
右
嶺
而
上
、
可
三
里
即
上
洞
寺
矣
」
。
以
深
夜
難
行
、
欲
止
宿

其
中
。
其
人
曰
、
「
月
色
如
晝
、
至
此
山
徑
亦
無
他
岐
、
不
妨
行
也
」
。
始
悟
、
上
洞
寺
在
北
山
第
五
層

之
陰
。
乃
溯
溪
西
北
至
洪
橋
。
自
白
坑
來
約
四
里
矣
。
渡
橋
北
、
躡
嶺
而
上
里
餘
、
轉
而
東
又
里
餘
、
始

得
寺
。
強
投
宿
焉
。
始
聞
、
僧
有
言
靈
洞
者
。
因
憶
趙
相
國
有
「
六
洞
靈
山
」
諸
刻
。
豈
即
是
耶
。
竟
未

悉
而
臥
。

●
校
勘

＊
１
祗

底
本
作
祇
。
以
意
改
。

■
訳
注
の
部

金
華
山
［
そ
の
三
］
―
金
華
三
洞
遊
へ

●
訓
訳

初
十
日

雞
鳴
に
起
ち
て
飯
す
。
天
色
已
に
曙
せ
り
。
瑞
峯

余
が
た
め
に

炬

數
枚
を
束
ね
、
從
聞

た
い
ま
つ

（
靜
聞
）
に
與
へ
て
肩
し
て
以
て
從
は
し
む
。

朱
莊
の
後
よ
り
西
に
行
く
こ
と
一
里
に
し
て
、
北
し
て
嶺
を
登
る
。
嶺
は
甚
だ
峻
な
り
、
約
ぼ
一
里
に

し
て
、
石
の
聳
え
て
峯
頭
に
突
せ
る
有
り
。
石
畔
よ
り
北
山
に
循
ひ
て
東
す
れ
ば
、
玉
壺
に
達
す
べ
し
。

石
畔
よ
り
峯
を
逾
へ
て
北
す
れ
ば
、
即
ち
朝
眞
洞
た
り
。
洞
門
は
高
峯
の
上
に
在
り
、
西
に
向
ひ
て
穹
然

た
り
。
下
は
深
壑
に
臨
む
、
壑
中
に
居
舍
環
聚
す
。
恍
と
し
て
秦
を
避
く
る
を
疑
は
し
む
、
何
れ
よ
り
入

る
か
を
知
ら
ず
。
之
に
詢
ふ
に
、
即
ち
雙
龍
洞
外
の
居
人
な
り
。

●
語
注

○
從
聞

も
と
靜
聞
。
し
か
し
彼
は
徐
霞
客
共
々
訪
問
者
で
あ
る
。
瑞
聞
が
「
同
行
す
る
よ
う
」
さ
せ

た
と
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
こ
は
寺
僧
の
從
聞
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
朱
恵
栄
も
同
じ
。
校
勘
で
は
改
め

ず
、
訳
注
で
従
聞
に
改
め
た
。

○
朝
眞
洞

金
華
三
洞
の
ひ
と
つ
。
後
述
。

○
避
秦

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
に
、
桃
源
郷
の
人
々
が
秦
の
圧
政
を
嫌
っ
て
そ
こ
に
移
住
し
た
と
話
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し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

○
雙
龍
洞

金
華
三
洞
の
ひ
と
つ
。
後
述
。

○
雙
龍
洞
外
居
人

双
龍
洞
は
今
は
金
華
三
洞
の
入
り
口
に
位
置
し
、
そ
の
前
に
は
、
門
前
町
の
ご
と
き

「
洞
前
村
」
が
あ
る
。

●
口
語
訳

［
十
日
］

鶏
が
時
を
告
げ
る
こ
ろ
起
き
て
朝
食
を
摂
る
。
空
に
は
已
に
曙
光
が
さ
し
て
い
る
。
鹿
田
寺
の
僧
の
瑞

峯
が
私
た
ち
の
た
め
に
数
本
の
松
明
を
用
意
し
て
く
れ
て
、
寺
僧
の
従
聞
に
担
が
せ
て
同
行
す
る
よ
う
手

配
し
て
く
れ
た
。

朱
荘
の
後
ろ
か
ら
西
に
一
里
行
き
、
北
に
山
路
を
登
る
。
道
は
甚
だ
険
峻
で
あ
る
が
、
一
里
ほ
ど
で
、

尖
っ
た
岩
が
峯
の
頂
で
突
出
し
て
い
る
の
が
あ
っ
た
。そ
の
石
の
辺
り
か
ら
北
山
に
沿
っ
て
東
に
行
け
ば
、

玉
壺
に
到
達
で
き
る
（
こ
れ
は
昨
日
の
道
）
。
（
今
日
は
）
石
の
辺
り
か
ら
峯
を
越
え
て
北
に
行
く
。
そ

こ
が
朝
真
洞
で
あ
る
。

洞
の
入
り
口
は
高
い
峯
の
上
に
あ
り
、
西
に
向
か
っ
て
高
く
曲
が
っ
て
い
る
。
下
は
深
い
谷
に
臨
み
、

そ
の
谷
の
中
に
は
住
居
が
ぐ
る
っ
と
取
り
巻
い
て
い
る
。
あ
の
秦
を
避
け
た
桃
源
郷
の
人
々
か
と
疑
う
が
、

ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
を
問
え
ば
、
双
龍
洞
の
外
に
住
ん
で
い
る
人
達
だ
と

い
う
。

金
華
山
［
そ
の
四
］
―
金
華
山
と
三
洞
の
概
要

●
訓
訳

蓋
し
北
山
は
玉
壺
よ
り
西
に
來
り
、
中
支
は
此
に
至
り
て
盡
く
。
後
ち
復
た
一
支
を
生
じ
て
、
西
に
蘭

溪
に
走
る
。

後
支
の
層
の
分
れ
て
南
す
る
者
、
一
た
び
環
り
て
龍
洞
塢
と
な
り
、
再
た
び
環
り
て
講
堂
塢
と
な
り
、

三
た
び
環
り
て
玲
瓏
巖
塢
と
な
る
。
而
し
て
金
華
の
界
、
是
に
お
い
て
か
盡
く
。

玲
瓏
巖
の
西
は
、
又
た
環
り
て
鈕
坑
と
な
る
、
則
ち
蘭
溪
の
東
界
な
り
。
再
び
環
り
て
白
坑
と
な
り
、

三
た
び
環
り
て
水
源
洞
と
な
る
。
而
し
て
崇
崖
巨
壑
も
、
亦
た
是
に
お
い
て
か
盡
く
。

後
支
は
層
々
と
し
て
中
支
を
繞
る
。
中
支
は
西
に
盡
き
、
頹
然
と
し
て
下
り
墜
つ
。
一
た
び
墜
ち
て
朝

眞

焉
に
闢
く
。
其
の
洞
は
高
く
峙
し
て
底
は
燥
な
り
。
再
た
び
墜
ち
て
冰
壺

焉
に
窪
む
。
其
の
洞
は

深
奧
に
し
て
水
の
中
に
懸
る
。
三
た
び
墜
ち
て
雙
龍

焉
に
竅
す
。
其
の
洞
は
變
幻
に
し
て
、
水

平
ら

に
流
る
。
所
謂
る
三
洞
な
り
。

洞
門
倶
に
西
に
向
か
ひ
、
層
累
し
て
下
る
。
各
々
去
る
こ
と
里
許
な
る
も
、
而
し
て
山
勢
は
嶄
絶
に
し

て
、
俯
瞰
し
仰
觀
す
る
も
、
各
々
相
い
見
え
ず
。
而
し
て
洞
中
の
水
は
、
實
に
層
し
て
焉
に
注
ぐ
。

中
支
既
に
盡
き
て
、
南
に
下
る
の
脈

復
た
再
び
起
こ
り
て
白
望
山
と
な
る
。
東
は
楊
家
山
と
北
山
の

前
に
駢
列
す
。
鹿
田
の
門
戸
た
る
者
な
り
。

●
語
注

○
講
堂
塢

後
述
の
講
堂
洞
と
同
じ
だ
ろ
う
。

○
玲
瓏
巖
塢

後
述
の
玲
瓏
巖
と
同
じ
だ
ろ
う
。

○
紐
杭
・
白
杭
・
水
源
洞
…
後
述
。
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○
冰
壺

金
華
三
洞
の
ひ
と
つ
。
後
述
。

●
口
語
訳

思
う
に
、
北
山
は
玉
壺
か
ら
西
に
伸
び
、
そ
の
中
頃
の
支
脈
は
こ
こ
で
一
旦
終
わ
る
。
そ
の
後
さ
ら
に

ま
た
一
支
脈
を
生
み
、
西
に
進
ん
で
蘭
渓
ま
で
走
る
。

後
に
生
じ
た
支
脈
が
幾
層
か
を
な
し
て
お
り
、
第
一
の
層
が
廻
っ
て
龍
洞
塢
と
な
り
、
第
二
の
層
が
廻

っ
て
講
堂
塢
と
な
り
、
第
三
の
層
が
廻
っ
て
玲
瓏
巌
塢
と
な
る
。
金
華
府
の
境
域
は
こ
こ
で
終
わ
り
で
あ

る
。玲

瓏
巌
の
西
は
、
ま
た
廻
っ
て
紐
杭
と
な
る
が
、
こ
こ
は
蘭
渓
県
の
東
の
境
で
あ
る
。
そ
の
第
二
層
が

廻
っ
て
白
杭
と
な
り
、
第
三
の
層
が
廻
っ
て
水
源
洞
と
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
高
い
崖
や
深
い
谷
と
い

っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形
も
終
わ
り
と
な
る
。

さ
て
そ
の
後
に
生
じ
た
支
脈
だ
が
、
層
を
な
し
て
中
頃
の
支
脈
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
そ
こ
で
中
頃
の

支
脈
は
西
で
止
め
ら
れ
て
、
ど
っ
と
下
へ
崩
れ
落
ち
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
陥
っ
た
第
一
層
に
朝
真
洞
が

口
を
開
け
る
。
そ
の
洞
窟
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
洞
底
も
乾
い
て
い
る
。
陥
っ
た
第
二
層
に
冰
壺
洞

が
窪
ん
で
い
る
。
こ
の
洞
窟
は
縦
に
奥
深
く
、
滝
が
そ
の
中
に
懸
か
っ
て
い
る
。
陥
っ
た
第
三
層
に
双
龍

洞
が
穴
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
洞
窟
は
変
化
に
富
ん
で
幻
影
的
で
、
水
が
水
平
に
流
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
「
金
華
三
洞
」
で
あ
る
。

三
洞
と
も
い
ず
れ
も
口
を
西
に
向
け
、
重
な
り
あ
う
よ
う
に
層
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
は

一
里
ば
か
り
で
あ
る
が
、
山
の
勢
い
が
険
峻
な
た
め
、
俯
瞰
し
て
一
度
に
目
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
洞
を
流
れ
る
水
は
、
上
の
洞
か
ら
下
の
洞
へ
、
層
を
な
し
て
下
っ
て
い
る
。

中
頃
起
き
る
支
脈
が
尽
き
た
と
こ
ろ
で
、
南
へ
下
る
支
脈
が
生
じ
て
い
て
白
望
山
と
な
る
。
そ
の
東
の

楊
家
山
と
も
ど
も
、
北
山
の
前
に
並
ん
で
い
る
。
鹿
田
の
門
を
な
し
て
い
る
。

金
華
山
［
そ
の
五
］
―
朝
真
洞

●
訓
訳

朝
眞
洞
の
門
は
軒
豁
に
し
て
、
内
洞
は
稍
や
く
窪
み
て
下
る
。
燭
を
秉
り
て
深
く
入
る
に
、
左
に
一
隙

の
夾
室
の
如
き
有
り
。
宛
轉
と
し
て
之
に
從
ふ
。
夾

窮
ま
り
て
水
の
滴
瀝
た
る
有
り
。
然
れ
ど
も
隙
の

底
は
仍
ほ
燥
な
り
。
水
の
何
く
よ
り
去
る
を
知
ら
ず
。

夾
室
を
出
で
、
直
ち
に
洞
の
底
を
窮
め
ん
と
す
。
則
ち
巨
石
高
下
し
、
仰
い
で
眺
め
れ
ば
愈
々
穹
く
、

た
か

俯
し
て
瞰
れ
ば
愈
々
深
し
。
石
隙
よ
り
攀
躋
し
下
墜
し
、
復
た
巨
夾
を
得
。
忽
ち
光
一
縷
の
天
よ
り
下
る

有
り
。
蓋
し
洞
頂
は
高
く
盤
す
る
こ
と
千
丈
に
し
て
、
石
隙
一
規
あ
ら
ん
。
下
よ
り
天
光
を
逗
く
こ
と
、

ま
ね

宛
も
半
月
の
如
し
。
幽
暗
の
中
に
之
を
得
れ
ば
、
啻
だ
に
明
珠
寶
炬
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。

既
に
内
洞
を
出
づ
れ
ば
、
其
の
左
に
復
た
兩
洞
有
り
。
下
洞
は
入
る
所

幾

も
無
し
。
上
洞
の
宛
轉

い
く
ば
く

た
る
も
亦
た
夾
室
の
如
し
。
右
に
懸
竅
有
り
。
下
を
窺
く
に
底
無
し
。
想
ふ
に
即
ち
内
洞
の
深
墜
の
處
な

ら
ん
。

●
語
注

○
朝
眞
洞

今
も
同
じ
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」
に
見
え
る
。
金
華
三

洞
の
一
つ
。
道
教
の
真
人
が
こ
こ
で
修
行
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の
命
名
と
い
う
。
花
瓶
洞
・
螺
絲
洞
・

一
線
天
な
ど
の
景
勝
が
あ
る
と
い
う
。
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○
軒
豁

高
く
広
い
。

○
夾
室

本
堂
の
左
右
に
添
え
ら
れ
て
い
る
部
屋
。

○
千
丈

明
代
の
換
算
で
は
、
約
三
千
㍍
。
千
尺
（
約
三
百
㍍
）
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
こ
こ
は
、

実
数
で
は
な
く
、
と
て
も
高
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
寶
炬

蝋
燭
の
美
称
だ
が
、
こ
こ
で
は
宝
石
で
で
き
て
い
る
灯
火
と
解
し
た
。

●
口
語
訳

朝
真
洞
の
門
口
は
広
く
開
け
て
お
り
、
そ
の
内
は
次
第
に
下
に
下
が
っ
て
い
る
。
松
明
を
手
に
し
て
深

く
入
っ
て
い
く
と
、
左
側
に
脇
部
屋
の
よ
う
な
小
さ
な
穴
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
に
く
ね
く
ね
と
進
む
。
穴

の
行
き
止
ま
り
に
水
が
し
た
た
り
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
岩
の
隙
間
の
底
部
は
乾
い
て

い
る
。
水
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

脇
室
の
穴
を
戻
り
、
洞
窟
本
体
を
底
ま
で
探
求
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
は
巨
大
な
岩
石
が
高
低
様
々
に

聳
え
て
い
て
、
上
を
振
り
仰
げ
ば
益
々
高
く
な
り
、
下
を
見
や
れ
ば
ど
ん
ど
ん
深
く
な
っ
て
い
る
。
石
の

隙
間
を
登
っ
た
り
降
っ
た
り
し
て
い
て
、
再
び
巨
大
な
脇
室
に
出
た
。
す
る
と
忽
然
と
、
一
筋
の
光
が
天

か
ら
下
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
思
う
に
、
洞
窟
の
天
井
は
と
て
も
高
い
所
に
あ
り
、
そ
こ
に
円
い

隙
間
が
空
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
下
へ
天
光
が
差
し
込
み
、
あ
た
か
も
半
月
の
よ
う
で
あ
る
。

ほ
の
暗
い
中
で
そ
の
光
に
出
会
う
と
、
美
し
い
真
珠
や
宝
石
で
で
き
て
い
る
灯
火
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。

内
洞
を
出
る
と
、
左
側
に
ま
た
二
つ
の
洞
が
あ
る
。
下
の
洞
は
、
入
っ
て
み
る
と
少
し
で
行
き
止
ま
り
。

上
の
洞
は
く
ね
く
ね
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
脇
室
程
度
で
あ
る
。
右
側
に
縦
穴
が
あ
る
。
覗
い
て
み
る
が

底
が
見
え
な
い
。
内
洞
の
最
深
部
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

金
華
山
［
そ
の
六
］
―
冰
壺
洞

●
訓
訳

洞
を
出
で
、
仍
り
て
突
石
の
峯
頭
よ
り
南
に
下
る
。

里
許
に
し
て
、
折
れ
て
西
北
し
、
又
た
里
許
に
し
て
、
冰
壺
洞
を
得
。
蓋
し
朝
眞
よ
り
下
り
墜
つ
る
の

次
重
な
り
。
洞
門
は
仰
ぐ
こ
と
吻
を
張
る
が
如
し
。
先
ず
杖
を
投
じ
炬
を
垂
れ
て
下
す
に
、
滾
滾
と
し
て

其
の
底
を
見
ず
。
乃
ち
隙
を
攀
じ
空
に
倚
り
て
其
の
咽
喉
に
入
る
。
忽
ち
聞
く
、
水
聲
の
轟
轟
た
る
を
。

愈
々
炬
を
秉
り
て
之
に
從
へ
ば
、
則
ち
洞
の
中
央
に
、
一
瀑
の
空
よ
り
下
り
墜
つ
。
冰
花
玉
屑
、
黑
暗
の

處
よ
り
耀
き
て
潔
彩
を
成
す
。
水
は
石
中
に
墜
ち
、
復
た
何
く
よ
り
流
れ
去
る
か
を
知
ら
ず
。

復
た
炬
を
秉
り
て
四
窮
す
。
其
の
深
く
陷
ち
い
る
こ
と
は
朝
眞
を
踰
え
た
る
も
、
屈
曲
は
及
ば
ざ
る
な

こ

り
。

●
語
注

○
冰
壺
澗

金
華
三
洞
の
一
つ
。
朝
真
洞
か
ら
一
㌖
ば
か
り
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
縦
穴
で
、
狭
い
口

か
ら
入
る
と
、
内
部
に
小
さ
な
穴
か
ら
注
ぐ
瀧
が
あ
る
。
滝
壺
は
な
く
、
落
下
し
た
水
は
四
散
し
て
伏
流

す
る
。
洞
口
に
郭
沫
若
の
筆
に
な
る
石
碑
が
あ
る
。
今
は
、
双
龍
洞
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

○
洞
口

冰
壺
洞
の
口
。

○
滾
滾

水
が
激
し
く
流
れ
る
音
。

●
口
語
訳
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朝
真
洞
を
出
て
、
つ
い
で
石
が
突
出
し
て
い
る
峯
頭
か
ら
南
に
下
る
。

一
里
ほ
ど
で
、
西
北
に
曲
が
り
、
ま
た
一
里
ほ
ど
で
冰
壺
洞
に
出
る
。
思
う
に
朝
真
洞
か
ら
下
っ
て
く

る
第
二
層
の
山
で
あ
る
。

冰
壺
洞
の
洞
口
は
、
空
に
向
か
っ
て
く
ち
ば
し
を
開
い
た
よ
う
で
あ
る
。
先
ず
洞
に
杖
を
投
げ
入
れ
、

つ
い
で
松
明
を
紐
で
つ
る
し
て
下
ろ
す
が
、
水
の
流
れ
る
音
を
聞
く
ば
か
り
で
底
は
見
え
な
い
。
そ
こ
で

岩
の
隙
間
に
手
を
か
け
、
虚
空
の
中
を
通
る
よ
う
に
し
て
、
洞
の
咽
喉
に
入
っ
て
い
く
。
す
る
と
忽
ち
、

轟
々
た
る
水
音
が
聞
こ
え
た
。
そ
こ
で
松
明
を
手
に
取
り
、
そ
ろ
そ
ろ
と
進
む
と
、
洞
の
中
央
に
、
一
筋

の
滝
が
空
か
ら
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。氷
の
花
か
玉
の
か
け
ら
の
よ
う
な
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、

暗
黒
の
中
で
銀
白
の
輝
き
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
滝
の
水
は
石
の
中
に
注
い
で
い
る
が
、
そ
の
後
ど
こ
へ

流
れ
て
い
く
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

再
び
松
明
を
手
に
し
て
、
四
方
を
探
索
し
た
。
洞
窟
と
し
て
縦
方
向
に
深
い
こ
と
は
朝
真
洞
よ
り
も
勝

っ
て
い
る
が
、
屈
曲
ぶ
り
は
及
ば
な
い
。

金
華
山
［
そ
の
七
］
―
双
龍
洞

●
訓
訳

洞
を
出
で
、
直
ち
に
下
る
こ
と
里
許
に
し
て
、
雙
龍
洞
を
得
。
洞
は
兩
門
を
闢
く
。
［
瑞
峯
曰
は
く
、

「
此
の
洞

初
め
は
一
門
に
止
ま
る
。
其
の
南
に
向
く
者
は
、
乃
ち
萬
暦
の
間
、
水
の
崖
石
を
傾
け
て
成

る
者
な
り
」
と
。
］
一
は
南
に
向
き
、
一
は
西
に
向
く
。
倶
に
外
洞
た
り
。
軒
曠
宏
爽
に
し
て
、
廣
廈
の

高
穹
し
、
閶
闔
の
四
啓
す
る
が
如
し
。
復
た
曲
房
夾
室
の
觀
に
非
ざ
る
な
り
。
而
し
て
石
筋
は
夭
矯
と
し

て
、
石
乳
は
下
垂
し
、
種
種
の
奇
形
異
状
を
作
す
。
此
れ
「
雙
龍
」
の
名
の
よ
り
て
起
こ
る
所
な
り
。

中
に
兩
碑
の
最
も
古
き
有
り
。
一
の
立
て
る
者
は
、「
雙
龍
洞
」
の
三
字
を
鎸
し
、
一
の
仆
れ
し
者
は
、

「
冰
壺
洞
」
の
三
字
を
鎸
す
。
倶
に
燥
筆
を
用
ひ
て
飛
白
の
形
を
作
し
て
姓
名
を
著
せ
ず
。
必
ず
近
代
の

物
に
非
ざ
る
な
り
。

流
水

洞
の
後
よ
り
内
門
を
穿
ち
て
西
に
出
で
、
外
洞
を
經
て
去
る
。
俯
し
て
其
の
出
づ
る
所
の
處
を

視
る
に
、
低
覆
し
て
僅
に
尺
五
を
餘
す
の
み
。
正
に
洞
庭
左
衽
の
墟
の
如
く
、
地
に
帖
す
る
を
須
ち
て
入

る
。
第
だ
彼
の
下
は
土
を
以
て
し
、
此
の
下
は
水
を
以
て
す
る
を
異
と
な
す
の
み
。

瑞
峯

余
が
爲
に
浴
盆
を
潘
姥
の
家
よ
り
借
る
、
［
姥

洞
口
に
居
す
。
］
姥

餉
す
る
に
茶
菓
を
以

て
す
。

乃
ち
衣
を
解
き
て
盆
中
に
置
き
、
赤
身
に
て
水
に
伏
し
、
盆
を
推
し
て
隘
を
進
む
。
隘
は
五
六
丈
に
し

て
、
輒
ち
穹
然
と
し
て
高
廣
な
り
。

一
石
板
の
平
ら
な
る
洞
中
に
庋
か
る
。
地
を
離
る
る
こ
と
數
尺
、
大
な
る
こ
と
數
十
丈
、
薄
き
こ
と
僅

お

に
數
寸
な
り
。
其
の
左
は
則
ち
石
乳
下
垂
す
。
色
は
潤
に
し
て
形
は
幻
に
、
瓊
柱
寶
幢
の
若
く
、
洞
中
に

橫
列
す
。
其
の
下
は
門
を
分
ち
て
隙
を
剖
き
、
宛
轉
と
し
て
玲
瓏
な
り
。
水
を
遡
り
て
再
び
進
み
、
水
竇

愈
々
伏
し
、
容
入
す
べ
き
無
し
。
竇
の
側
の
石
の
畔
に
一
竅
の
注
ぐ
が
如
き
あ
り
。
孔
の
大
き
さ
は
僅
に

指
を
容
る
る
の
み
、
水
は
中
よ
り
出
づ
。
口
を
以
て
之
を
承
く
れ
ば
、
甘
冷
殊
異
な
り
。
約
ぼ
内
洞
の
深

廣
は
、
更
に
外
洞
よ
り
甚
だ
し
き
な
り
。

之
を
要
す
る
に
、
朝
眞
は
一
隙
天
光
を
以
て
奇
と
な
し
、
冰
壺
は
萬
斛
珠
璣
を
以
て
異
と
な
す
、
而
し

て
雙
龍
は
則
ち
外
に
二
門
有
り
、
中
に
重
幄
を
懸
け
、
水
陸
奇
を
兼
ね
て
、
幽
と
明
と
異
を
湊
む
る
者
な

あ
つ

り
。
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●
語
注

○
雙
龍
洞

金
華
三
洞
の
一
つ
。
冰
壺
洞
か
ら
二
百
㍍
ば
か
り
下
っ
た
所
に
洞
口
が
あ
る
。
洞
口
の
両
側

に
龍
頭
に
似
た
鍾
乳
石
が
あ
る
こ
と
か
ら
の
命
名
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
左
上
」
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県

城
」
に
雙
龍
洞
と
あ
る
。
徐
霞
客
も
言
う
が
、
内
外
洞
か
ら
な
り
、
外
洞
は
広
々
と
し
た
空
間
を
な
し
、

そ
の
奥
に
内
洞
へ
の
入
り
口
が
あ
る
。
入
り
口
は
と
て
も
狭
く
、
水
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小

舟
に
横
た
わ
っ
て
で
な
い
と
入
れ
な
い
。
中
に
入
る
と
長
い
鍾
乳
洞
が
続
い
て
い
る
。

○
閶
闔

神
話
伝
説
上
の
天
の
門
。
ま
た
古
代
の
宮
門
。

○
燥
筆

墨
を
あ
ま
り
つ
け
な
い
書
き
方
。

○
飛
白

書
法
の
ひ
と
つ
で
、
か
す
れ
書
き
。

○
洞
庭
左
衽

洞
庭
は
湖
南
省
北
部
の
大
湖
。
ま
た
太
湖
（
浙
江
省
）
の
別
名
。
ま
た
太
湖
中
に
あ
る
山
。

左
衽
は
、
語
の
意
味
は
左
の
襟
。
こ
の
句
、
「
両
浙
選
」
「
湯
評
注
」
は
「
洞
庭
山
の
左
の
裾
野
」
と
す

る
。
「
導
読
」
は
、
「
左
衽
」
が
異
民
族
の
習
俗
で
あ
る
こ
と
を
示
す
故
事
か
ら
、
少
数
民
族
を
指
し
て

い
る
と
解
し
、
全
体
を
「
洞
庭
湖
畔
に
居
住
す
る
異
民
族
」
と
す
る
。「
朱
恵
栄
」
は
「
洞
庭
の
東
の
山
」

と
注
す
る
。
「
徐
霞
客
遊
記
」
の
現
存
部
分
に
は
、
洞
庭
湖
・
太
湖
い
ず
れ
も
訪
問
し
た
記
録
が
無
く
、

こ
の
洞
庭
が
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
は
不
詳
。
一
応
、
「
両
浙
選
」
の
解
を
取
っ
た
。

●
口
語
訳

冰
壺
洞
を
出
て
、
真
っ
直
ぐ
一
里
ば
か
り
下
る
と
、
双
龍
洞
で
あ
る
。
洞
は
二
つ
の
門
が
あ
る
。
［
自

注
１
］
一
門
は
南
向
き
で
、
一
門
は
西
向
き
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
外
洞
で
あ
る
。
中
は
大
き
く
広
々
と
し

て
い
て
、
大
き
な
建
物
が
高
く
聳
え
、
四
方
に
門
を
開
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
小
さ
な
部
屋
や
脇

室
の
よ
う
な
感
じ
は
全
く
無
い
。
し
か
し
内
部
に
は
石
の
柱
が
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
、
鍾
乳
石
が
垂
れ
下

が
り
、
様
々
な
不
思
議
な
景
観
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
双
龍
」
の
名
の
由
来
で
あ
る
。

内
部
に
と
て
も
古
い
石
碑
が
二
つ
あ
る
。
立
っ
て
い
る
方
に
は
「
双
龍
洞
」
の
三
字
が
刻
ま
れ
、
横
た

わ
っ
て
い
る
方
に
は
「
冰
壺
洞
」
の
三
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
燥
筆
に
よ
っ
て
飛
白
体
で
書
か

れ
て
い
る
が
、
揮
毫
者
の
姓
名
を
記
さ
な
い
。
き
っ
と
、
近
代
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

流
水
が
洞
の
後
ろ
か
ら
内
門
を
通
っ
て
西
に
出
て
、
外
洞
を
経
由
し
て
流
れ
去
る
。
う
つ
む
い
て
、
水

が
出
て
い
る
と
こ
ろ
を
じ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
、
岩
が
そ
の
上
を
覆
っ
て
い
て
、
わ
ず
か
に
一
尺
五
寸
ほ
ど

の
隙
間
し
か
な
い
。
ま
さ
し
く
洞
庭
山
の
左
の
裾
野
の
丘
と
同
じ
で
、
地
面
に
這
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
し

な
い
と
、
中
に
入
れ
な
い
。
た
だ
洞
庭
山
の
場
合
は
、
地
面
が
土
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
双
龍
洞
で
は
下
が

水
で
あ
る
の
が
異
な
っ
て
い
る
。

瑞
峯
が
私
の
た
め
に
潘
姥
の
家
か
ら
浴
盆
を
借
り
て
く
れ
た
。
［
自
注
２
］
姥
が
茶
菓
で
も
て
な
し
て

く
れ
る
。

そ
こ
で
、
衣
を
脱
い
で
盆
の
中
に
置
き
、
裸
で
水
の
中
に
伏
し
て
入
り
、
盆
を
手
で
押
し
て
狭
い
口
を

入
る
。
隘
路
を
五
六
丈
ば
か
り
進
む
と
、
た
ち
ま
ち
ぐ
ー
ん
と
広
が
っ
て
い
る
。

一
枚
の
平
ら
な
石
板
が
洞
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
地
面
か
ら
数
尺
離
れ
て
お
り
、
大
き
さ
は
数
十
丈
、

薄
さ
は
僅
か
に
数
寸
し
か
な
い
。
そ
の
石
板
の
左
側
か
ら
は
鍾
乳
石
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
そ
の
色
は

つ
や
や
か
で
形
は
幻
想
的
で
、
宝
玉
で
作
ら
れ
た
柱
や
旗
竿
の
よ
う
で
、
洞
の
中
に
縦
横
に
並
ん
で
立
っ

て
い
る
。
そ
の
石
板
の
下
の
方
は
、
門
を
開
き
隙
間
を
空
け
て
い
る
よ
う
に
分
か
れ
て
い
て
、
曲
が
り
く

ね
り
、
表
面
は
冷
た
く
輝
い
て
い
る
。
流
れ
を
遡
っ
て
更
に
進
む
と
、
洞
が
だ
ん
だ
ん
低
く
な
っ
て
い
て
、

と
う
と
う
進
め
な
く
な
っ
た
。こ
の
洞
の
側
面
の
石
の
辺
り
に
水
が
流
れ
出
し
て
い
る
小
さ
な
穴
が
あ
る
。
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そ
の
大
き
さ
は
指
を
入
れ
ら
れ
る
く
ら
い
し
か
な
く
、
水
は
そ
の
中
か
ら
流
れ
出
し
て
い
る
。
私
は
口
で

そ
の
水
を
受
け
て
み
た
が
、
甘
く
冷
た
い
こ
と
が
得
も
言
わ
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
お
お
よ
そ
内
洞
の
広

さ
深
さ
は
外
洞
よ
り
も
勝
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
と
め
る
と
、
朝
真
洞
は
「
一
つ
の
隙
間
か
ら
天
光
が
注
ぐ
」
の
が
奇
勝
で
、
冰
壺
洞
は
滝
が
も
た
ら

す
「
無
数
の
珠
玉
」
が
特
異
な
光
景
、
双
龍
洞
は
外
洞
に
は
二
つ
の
門
が
あ
っ
て
、
内
洞
に
は
重
な
る
帳

が
垂
れ
下
が
る
と
い
う
、
水
陸
を
兼
ね
て
い
て
、
暗
さ
と
明
る
さ
の
両
方
に
お
い
て
不
思
議
な
光
景
を
現

出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

［
自
注
１
］
瑞
峯
が
言
う
「
こ
の
洞
は
初
め
は
門
は
一
つ
で
あ
っ
た
。
南
に
向
か
っ
て
い
る
門
は
、
万
暦

年
間
に
、
水
の
流
れ
が
崖
の
石
を
押
し
倒
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
」
と
。

［
自
注
２
］
こ
の
姥
は
洞
口
に
住
ん
で
い
る
。

金
華
山
［
そ
の
八
］
―
金
華
山
の
残
り
の
名
勝
を
経
て
蘭
渓
の
上
洞
寺
へ

●
訓
訳

洞
を
出
づ
れ
ば
、
日
色
已
に
中
た
り
。
潘
姥
爲
め
に
黄
粱
を
炊
ぎ
て
以
て
待
つ
。
其
の
意
に
感
し
て
之

を
餐
す
、
之
に
報
ゆ
る
に
杭
の
傘
一
把
を
以
て
す
。

乃
ち
二
僧
に
別
れ
、
西
し
て
一
嶺
を
逾
ゆ
。
嶺
の
西
に
復
た
一
塢
を
成
す
。
塢
の
北
よ
り
入
る
に
、
仍

り
て
轉
じ
て
東
す
、
雙
龍
を
去
る
こ
と
約
五
里
な
り
。

又
た
山
を
上
る
こ
と
半
里
に
し
て
講
堂
洞
を
得
。
其
の
洞
に
も
亦
た
二
門
有
り
、
一
は
西
北
に
向
き
、

一
は
西
南
に
向
く
。
軒
爽
高
潔
に
し
て
、
亢
な
る
こ
と
雙
龍
洞
の
上
に
出
づ
る
も
、
幽
な
る
こ
と
は
雙
龍

洞
の
黯
な
る
こ
と
無
し
。
眞
に
居
る
べ
く
憩
う
べ
き
の
地
な
り
。
昔

劉
孝
標
の
麈
を
揮
ふ
の
處
た
り
。

今
は
則
ち
白
衣
の
大
士
を
中
に
塑
す
。
蓋
し
即
ち
北
山
の
後
支
の
南
に
下
り
し
第
一
嶺
の
、
其
の
陽
に
三

洞
を
迴
環
し
、
陰
に
又
た
闢
き
て
此
の
洞
を
成
す
な
り
。

嶺
の
下
の
塢
中
の
居
民
は
、
石
を
燒
く
を
以
て
業
と
な
す
。
其
の
澗
は
涸
れ
て
底
流
す
ら
無
く
、
居
人

は
倶
に
山
に
登
り
て
水
を
講
堂
の
上
に
汲
む
。

澗
を
渡
り
、
復
た
西
し
て
第
二
嶺
を
逾
ゆ
れ
ば
、
則
ち
北
山
の
後
支
の
南
下
せ
る
第
二
層
な
り
。
嶺
を

下
れ
ば
、
其
の
塢
甚
だ
逼
る
。
然
し
て
澗
中
に
流
れ
の
淙
淙
と
し
て
北
來
す
る
有
り
。
又
た
渡
り
て
西
し
、

再
び
嶺
に
循
ひ
て
北
に
上
れ
ば
、
磴
の
闢
き
て
流
湧
す
る
あ
り
。
則
ち
北
山
の
後
支
の
南
下
せ
る
第
三
層

な
り
。
外
は
隘
に
し
て
中
は
轉
ず
、
是
れ
玲
瓏
巖
と
名
す
、
講
堂
を
去
る
こ
と
又
た
約
ぼ
六
里
な
り
。

塢
中
は
居
室
鱗
次
た
り
て
、
自
ら
洞
壑
を
成
す
。
晉
人
の
桃
源
も
是
を
過
ぎ
ざ
ら
ん
。
轉
じ
て
西
し
、

其
の
嶺
を
逾
ゆ
れ
ば
、
則
ち
蘭
溪
の
界
な
り
。
嶺
を
下
れ
ば
鈕
坑
た
り
、
亦
た
居
人
數
十
家
有
り
。
又
た

一
嶺
を
逾
ゆ
れ
ば
、
思
山
祠
と
曰
ふ
。
則
ち
北
山
の
後
支
の
南
下
せ
る
第
四
層
な
り
。
玲
瓏
巖
を
去
る
こ

と
西
に
又
た
約
ぼ
六
里
な
り
。

時
に
日
已
に
將
に
墜
ち
ん
と
す
。
洞
源
寺
の
路
を
問
ふ
に
、
或
い
は
曰
は
く
「
十
里
」
と
。
或
い
は
曰

は
く
「
五
里
」
と
。
亟
に
嶺
を
下
り
、
澗
に
循
ひ
て
南
に
趨
る
こ
と
五
里
に
し
て
、
暮
に
白
坑
に
至
る
。

居
人
頗
る
多
く
、
亦
た
倶
に
石
を
燒
く
。

又
た
西
に
石
塔
嶺
を
逾
ゆ
れ
ば
、
則
ち
北
山
の
後
支
の
南
下
せ
る
第
五
層
な
り
。
洞
源
寺
は
即
ち
嶺
後

の
高
峯
の
北
に
在
り
、
此
の
嶺
よ
り
徑
を
穿
ち
て
上
れ
ば
僅
に
里
許
な
る
に
、
而
も
其
の
正
路
は
山
前
の

下
の
洞
の
旁
に
在
り
。
蓋
し
此
地
に
も
亦
た
三
洞
有
り
。
下
は
水
源
洞
た
り
、
［
一
名
湧
雪
な
り
。
］
上

は
上
洞
た
り
、
［
一
名
白
雲
な
り
。
］
中
は
紫
雲
洞
た
り
。
而
し
て
其
の
地
は
總
ず
る
に
「
水
源
」
の
名
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を
以
て
す
、
故
に
一
寺
或
い
は
水
源
と
名
し
、
或
い
は
上
洞
と
名
す
。
而
し
て
寺
と
水
源
洞
と
は
地
を
異

に
す
。

嶺
上
の
徑
道
よ
り
寺
に
抵
る
、
故
に
前
に
「
五
里
」
と
曰
ふ
。
水
源
洞
の
下
嶺
よ
り
復
た
上
る
、
故
に

前
に
「
十
數
里
」
と
曰
ふ
な
り
。

時
に
昏
黑
に
し
て
山
路
を
辨
ぜ
ず
、
詢
問
す
べ
き
無
し
。
竟
に
大
路
に
循
ひ
て
山
を
下
る
。
已
に
一
徑

の
西
に
岐
し
て
下
る
を
見
る
。
靜
聞
に
強
ひ
て
之
に
從
ふ
。
久
し
く
し
て
寺
を
得
ず
、
祗
だ
石
窰
の
前
に

滿
つ
る
を
見
る
の
み
に
し
て
、
徑
路
紛
錯
せ
り
。
正
に
徬
徨
せ
る
間
、
一
燈
の
隱
隱
た
る
を
望
見
す
、
亟

に
之
に
投
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
水
舂
な
り
。
其
の
人
曰
は
く
、
「
此
の
地
は
即
ち
水
源
な
り
、
此
の
塢

よ
り
北
し
て
洪
橋
を
過
ぎ
、
右
嶺
に
循
ひ
て
上
れ
ば
、
三
里
な
る
べ
く
し
て
即
ち
上
洞
寺
な
り
」
と
。
深

夜
に
し
て
行
き
難
き
を
以
て
、
其
の
中
に
止
宿
せ
ん
と
欲
す
。
其
の
人
曰
は
く
「
月
色
晝
の
如
し
、
此
の

山
に
至
る
に
徑
に
も
亦
た
他
岐
無
し
、
行
く
を
妨
た
げ
ざ
る
な
り
」
と
。
始
め
て
悟
る
、
上
洞
寺
は
北
山

第
五
層
の
陰
に
在
る
と
。

乃
ち
溪
を
遡
り
て
西
北
し
て
洪
橋
に
至
る
。
白
坑
よ
り
來
約
ぼ
四
里
な
り
。
橋
を
渡
り
て
北
し
、
嶺
を

躡
み
て
上
る
こ
と
里
餘
、
轉
じ
て
東
す
る
こ
と
又
た
里
餘
、
始
め
て
寺
を
得
。
強
ひ
て
焉
に
投
宿
す
焉
。

始
め
て
聞
く
、
僧
に
「
靈
洞
」
を
言
ふ
者
有
り
。
因
り
て
憶
ふ
、
趙
相
國
に
「
六
洞
靈
山
」
の
諸
刻
有
る

を
。
豈
に
即
ち
是
な
ら
ん
や
。
竟
に
未
だ
悉
な
ら
ず
し
て
臥
す
。

●
語
注

○
西
逾
一
嶺

双
龍
洞
の
前
に
は
、
今
は
金
華
観
と
い
う
道
観
が
あ
り
、
ま
た
洞
前
村
と
い
う
門
前
町
が

あ
る
。
そ
こ
か
ら
南
へ
下
り
、
羅
店
を
経
て
金
華
へ
戻
る
の
が
今
の
ル
ー
ト
。
徐
霞
客
は
こ
の
道
を
取
ら

ず
、
双
龍
洞
か
ら
西
へ
向
か
い
、
県
境
を
越
え
て
蘭
渓
の
六
洞
山
へ
向
か
っ
て
い
る
。

○
講
堂
洞

「
光
緒
金
華
県
志
」
巻
二
に
「
經
講
堂
塢
至
講
堂
洞
：
縣
西
北
三
十
里
四
十
都
四
圖
。
去
雙

龍
洞
西
北
三
里
。
爲
劉
峻
讀
書
處
。
石
室
深
廣
十
餘
丈
」
と
あ
る
。
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」、BD

に
講

堂
洞
が
あ
る
。
次
の
「
劉
孝
標
」
の
項
参
照
。

○
劉
孝
標

劉
峻
（
四
六
二
～
五
二
一
）
。
山
東
の
人
、
孝
標
は
字
。
北
魏
に
拉
致
さ
れ
た
が
、
の
ち
南

渡
し
た
。
文
才
が
高
か
っ
た
が
政
治
的
に
は
不
遇
で
終
わ
っ
た
。
『
世
説
新
語
』
に
注
を
附
し
て
い
る
。

「
梁
書
」
巻
五
○
本
伝
。
「
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
」
に
「
劉
戸
曹
集
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
東
陽
金
華

山
栖
志
」
を
収
録
す
る
。
梁
の
天
覧
八
年
（
五
○
九
）
に
政
界
か
ら
身
を
引
き
、
師
匠
で
あ
っ
た
孫
遊
岳

（
三
九
九
～
四
八
九
）
の
郷
里
で
あ
る
金
華
を
隠
棲
の
地
と
定
め
る
。
彼
を
慕
っ
て
多
く
の
呉
会
の
人
士

が
参
集
し
、
大
き
な
天
然
洞
を
課
堂
と
し
て
講
学
し
た
。
そ
れ
が
講
堂
洞
で
あ
る
。

○
麈

鹿
の
一
種
。
そ
の
尾
毛
で
払
子
を
作
る
。

○
白
衣
大
士

観
音
菩
薩
像
。

○
燒
石

石
灰
岩
を
焼
い
て
漆
喰
の
原
料
と
な
る
生
石
灰
を
作
り
出
す
こ
と
か
。

○
玲
瓏
巖

「
光
緒

金
華
県
志
」
巻
二
に
「
自
白
巖
山
至
玲
瓏
巌
：
縣
西
北
三
十
里
。
一
名
雲
臺
巖
。

其
峯
削
成
、
有
斧
鑿
痕
。
奇
石
嵌
空
、
望
之
、
玲
瓏
色
、
甚
蒼
翠
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
・
金
華
県
右

上
」「
同
・
蘭
渓
県
左
下
」
に
、
玲
瓏
巌
が
見
え
る
。

○
洞
壑

深
い
谷
。
仙
人
の
居
所
も
い
う
。
一
つ
の
世
界
を
な
し
て
い
る
と
解
し
た
。

○
晉
人
桃
源

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
に
あ
る
桃
源
郷
。

○
紐
杭

「
全
省
輿
図
・
金
華
県
右
上
」
「
同
・
蘭
渓
県
左
下
」
に
紐
杭
が
あ
る
。
こ
こ
も
そ
の
位
置
を

示
し
た
だ
け
で
、
訪
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
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○
洞
源
寺

「
光
緒
蘭
渓
縣
志
」
に
「
棲
眞
教
院
、
在
靈
洞
山
。
俗
呼
上
洞
寺
。
宋
太
平
興
國
八
年
僧
如

契
建
。
舊
名
靈
洞
、
祥
府
中
改
茲
額
」
と
あ
る
。
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」
に
は
、
上
洞
寺
が
あ
り
、BD

も
同
じ
だ
が
、
「
浙
江
游
覧
図
」
で
は
棲
真
寺
の
名
で
記
す
。
太
平
興
国
八
年
は
、
北
宋
時
代
で
、
西
暦

九
八
三
年
。

○
白
坑

「
全
省
輿
図
・
蘭
渓
県
左
下
」
に
白
杭
村
・
白
杭
橋
が
、
「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」
・BD

・G
E

に
白
坑
（
村
）
が
あ
る
。

○
水
源
洞
・
上
洞
・
紫
雲
洞

今
の
蘭
渓
六
洞
山
の
洞
。
後
述
。

○
石
窰

朱
恵
栄
は
「
石
灰
窰
」
と
訳
す
。
石
灰
岩
を
焼
く
か
ま
ど
。

○
水
舂

挽
き
臼
を
動
か
す
水
車
か
。
粉
挽
き
小
屋
と
訳
し
た
。

○
洪
橋

不
詳
。
「
浙
江
游
覧
図
」
に
は
、
洞
源
村
の
東
側
を
洞
源
渓
と
い
う
川
が
南
に
流
れ
て
お
り
、

村
の
北
端
で
橋
を
渡
っ
て
東
に
行
く
と
、
棲
真
寺
に
至
る
地
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
趙
相
國

趙
志
皐
（
一
五
二
四
～
一
六
○
一
）
。
字
は
汝
邁
、
蘭
渓
の
人
。
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）

の
進
士
。
万
暦
年
間
に
任
官
し
た
が
、
張
居
正
に
疎
ま
れ
た
。
彼
の
死
後
政
界
に
復
活
し
、
礼
部
尚
書
に

至
り
、
力
争
諫
言
を
続
け
た
。
諡
は
文
懿
。
「
明
史
」
巻
二
百
九
十
本
伝
。
「
霊
洞
山
房
集
」
（
「
四
庫
全

書
存
目
叢
書
」
所
収
）
や
「
六
虚
堂
記
」
が
あ
る
。
「
霊
洞
山
房
集
」
の
「
総
目
提
要
」
に
よ
れ
ば
、
蘭

渓
の
東
南
十
五
里
の
霊
洞
山
に
秘
書
楼
・
三
山
斎
・
六
虚
堂
な
ど
を
建
て
、
賓
客
と
景
勝
の
地
を
詠
じ
、

南
京
に
赴
任
す
る
際
に
、
詩
を
刻
し
て
残
し
た
と
い
う
。
「
光
緒
蘭
渓
県
志
」
に
は
「
棲
眞
教
院
」
の
項

に
「
明
趙
太
史
志
皐
讀
書
於
此
寺
、
與
寺
僧
隱
山
契
、
萬
暦
八
年
爲
修
觀
音
閣
。
十
九
年
皐
入
相
。
隱
山

詣
京
、
拜
謁
皐
謂
是
固
古
刹
捨
貲
命
重
建
。
會
陳
太
后
以
大
藏
經
部
頒
各
名
山
。
上
疏
乞
請
領
藏
經
六
百

餘
筺
。
入
寺
建
閣
珍
藏
焉
」
と
あ
る
。

●
口
語
訳

双
龍
洞
を
出
る
と
、
太
陽
が
既
に
中
天
に
昇
っ
て
い
た
。
潘
姥
が
黄
粱
を
炊
い
て
食
事
の
用
意
を
し
て

い
て
く
れ
た
。
彼
女
の
好
意
に
感
謝
し
て
頂
い
た
が
、
御
礼
に
杭
州
で
購
入
し
た
傘
を
一
張
り
進
呈
し
た
。

か
く
し
て
鹿
田
寺
の
瑞
峯
・
従
聞
の
二
人
に
別
れ
を
告
げ
、
西
に
山
嶺
を
一
つ
越
え
る
。
そ
の
山
嶺
の

西
側
に
は
窪
地
が
あ
る
。
北
か
ら
中
へ
入
り
、
そ
の
ま
ま
東
へ
曲
が
る
。
双
龍
洞
か
ら
五
里
の
地
で
あ
る
。

さ
ら
に
山
を
半
里
上
る
と
講
堂
洞
で
あ
る
。
こ
の
洞
に
も
二
つ
の
門
が
あ
り
、
ひ
と
つ
は
西
北
に
、
も

う
ひ
と
つ
は
西
南
に
向
か
っ
て
い
る
。
広
々
と
し
て
い
て
清
潔
で
あ
り
、
そ
の
高
さ
は
双
龍
洞
に
勝
る
が
、

幽
冥
さ
に
お
い
て
は
双
龍
洞
に
は
及
ば
な
い
。
そ
こ
に
居
住
し
た
り
休
ん
だ
り
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
劉
孝
標
が
払
子
を
揮
っ
た
所
で
あ
る
。
今
は
観
音
菩
薩
の
塑
像
が
そ
の
中
に
あ
る
。

思
う
に
こ
こ
は
、
北
山
の
後
ろ
の
支
脈
で
南
に
下
が
る
う
ち
の
第
一
嶺
が
、
そ
の
南
に
向
か
っ
て
金
華
三

洞
を
め
ぐ
り
、
ま
た
北
に
開
い
て
こ
の
講
堂
洞
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

山
嶺
の
下
の
盆
地
の
人
々
は
石
灰
を
作
る
の
を
生
業
と
し
て
い
る
。
そ
こ
を
流
れ
る
小
川
は
涸
れ
果
て

て
い
て
一
筋
も
な
く
、
村
人
は
わ
ざ
わ
ざ
山
を
登
っ
て
講
堂
洞
ま
で
水
を
汲
み
に
行
く
。

（
そ
の
涸
れ
た
）
川
底
を
渡
り
、
ふ
た
た
び
西
に
向
か
っ
て
第
二
の
山
嶺
を
越
え
る
と
、
北
山
の
後
ろ
の

支
脈
が
南
に
下
る
、
第
二
の
層
で
あ
る
。
嶺
を
下
る
と
窪
地
が
ぐ
ぐ
っ
と
迫
っ
て
く
る
。
そ
の
窪
地
で
は

さ
ら
さ
ら
と
水
が
流
れ
る
小
川
が
北
か
ら
流
れ
込
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
小
川
を
渉
っ
て
西
に
進
み
、
再

び
山
嶺
に
沿
っ
て
北
に
上
る
と
、
石
橋
が
口
を
あ
け
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
水
が
湧
き
出
し
て
い

る
。
こ
こ
が
北
山
後
支
脈
の
南
下
し
た
第
三
の
層
で
あ
る
。
外
側
は
狭
ま
っ
て
い
て
、
内
側
は
曲
が
り
く

ね
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
玲
瓏
巌
と
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
講
堂
洞
か
ら
約
六
里
で
あ
る
。
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こ
の
山
嶺
に
隣
接
す
る
窪
地
に
は
、
民
家
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
り
、
自
然
と
一
つ
の
郷
村
世
界
を
形

成
し
て
い
る
。
あ
の
陶
淵
明
が
描
い
た
桃
源
郷
と
て
、
こ
こ
に
は
及
ば
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
転
じ
て

西
に
進
み
、
山
嶺
を
一
つ
越
え
れ
ば
、
蘭
渓
県
と
の
境
界
で
あ
る
。
山
嶺
を(

南
に
）
下
れ
ば
紐
杭
で
あ

る
。
こ
こ
も
ま
た
民
家
が
数
十
軒
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
山
嶺
を
（
西
に
）
一
つ
越
え
た
と
こ
ろ
を
思
山
祠

と
言
う
。
つ
ま
り
そ
こ
が
、
北
山
後
支
南
下
の
第
四
の
層
で
あ
る
。
玲
瓏
巌
か
ら
は
西
に
六
里
く
ら
い
で

あ
る
。

こ
の
時
、
太
陽
が
沈
も
う
と
し
て
い
た
。
洞
源
寺
へ
の
路
を
尋
ね
る
と
、
あ
る
人
は
「
十
里
」
と
言
い
、

ま
た
あ
る
人
は
「
五
里
」
と
い
う
。
速
や
か
に
山
嶺
を
下
り
、
小
川
に
沿
っ
て
南
に
五
里
進
む
と
、
暮
れ

に
白
坑
に
至
っ
た
。
こ
こ
も
村
人
は
多
く
、
石
灰
作
り
を
生
業
と
し
て
い
た
。

さ
ら
に
ま
た
西
に
進
み
石
塔
嶺
を
越
え
る
と
、
そ
こ
が
北
山
後
支
南
下
の
第
五
の
層
で
あ
る
。
洞
源
寺

は
そ
の
山
嶺
の
後
ろ
の
高
い
峯
の
北
に
あ
る
。
こ
の
山
嶺
か
ら
脇
道
の
小
道
を
通
っ
て
上
れ
ば
僅
か
に
一

里
ば
か
り
で
あ
る
が
、
正
面
か
ら
登
る
道
は
、
一
旦
山
を
下
り
た
麓
の
洞
の
傍
ら
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ

の
地
に
も
三
洞
が
あ
る
。
下
に
あ
る
の
が
水
源
洞
で
［
自
注
１
］
、
上
に
あ
る
の
が
上
洞
［
自
注
２
］
、

真
ん
中
が
紫
雲
洞
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
総
称
し
て
「
水
源
」
と
い
う
。
だ
か
ら
同
じ
寺
を
「
水
源
」

と
言
っ
た
り
、
「
上
洞
」
と
言
っ
た
り
す
る
。
そ
こ
で
洞
源
寺
と
水
源
洞
と
は
異
な
る
場
所
に
あ
る
の
で

あ
る
。

山
嶺
上
の
小
道
か
ら
寺
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
、
だ
か
ら
先
ほ
ど
「
五
里
」
と
言
っ
た
の
だ
。
そ
し
て

水
源
洞
ま
で
嶺
を
下
り
、
そ
こ
か
ら
再
び
上
る
こ
と
も
で
き
る
、
だ
か
ら
別
の
人
は
「
十
数
里
」
と
い
っ

た
の
だ
。

時
に
真
っ
暗
と
な
り
山
道
も
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
道
を
尋
ね
ら
れ
る
地
元
の
人
も
見
あ
た
ら

な
い
。
そ
こ
で
大
き
め
の
道
に
沿
っ
て
山
を
下
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
西
へ
分
か
れ
、
下
る
小
道
が
あ
っ

た
。
私
は
静
聞
を
説
得
し
て
そ
の
小
道
を
進
む
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
し
ば
ら
く
し
て
も
寺
に
行
き
着
か

ず
、
石
灰
を
焼
く
か
ま
ど
が
眼
前
に
い
っ
ぱ
い
見
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
小
道
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で

い
る
。
ち
ょ
う
ど
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
内
に
、
か
す
か
な
灯
火
が
遙
か
に
見
え
た
。
速
や
か
に
そ
こ
に
走

っ
た
と
こ
ろ
、
粉
挽
き
小
屋
で
あ
っ
た
。
そ
こ
の
住
人
が
言
う
に
は
「
こ
の
地
は
水
源
と
い
う
所
で
あ
る
。

こ
の
窪
地
か
ら
北
に
行
っ
て
洪
橋
を
渡
り
、
右
の
尾
根
道
に
従
っ
て
三
里
上
れ
ば
上
洞
寺
で
あ
る
」
と
。

深
夜
で
あ
り
、
行
き
着
く
の
が
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
小
屋
に
泊
め
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
そ
の
人
は
「
月
が
昼
の
よ
う
に
明
る
く
、
こ
の
山
の
小
道
に
は
分
か
れ
道
も
な
い
。
行
く
の
に
支
障
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
そ
こ
で
初
め
て
、
洞
源
寺
は
北
山
第
五
の
層
の
北
側
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
渓
流
を
遡
り
、
西
北
に
進
ん
で
洪
橋
に
至
る
。
白
坑
か
ら
お
よ
そ
四
里
で
あ
っ
た
。
橋
を
渡
っ

て
北
に
向
か
い
、
尾
根
道
を
踏
み
し
め
て
一
里
ほ
ど
上
り
、
東
に
曲
が
っ
て
更
に
一
里
ほ
ど
進
み
、
漸
く

洞
源
寺
に
行
き
着
い
た
。
無
理
を
頼
ん
で
投
宿
す
る
。

寺
に
「
霊
洞
」
に
つ
い
て
話
す
僧
侶
が
宿
泊
し
て
い
た
。
そ
こ
で
趙
相
国
に
「
六
洞
霊
山
」
に
関
す
る

刻
石
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は
こ
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
は
っ
き
り
し
な
い
う
ち
に
寝

て
し
ま
う
。

◆
洞
源
寺
に
泊
。

［
自
注
１
］
一
名
は
湧
雪
洞
で
あ
る
。

［
自
注
２
］
一
名
白
雲
洞
で
あ
る
。
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［
十
月
十
一
日
］

＊
概
要
：
金
華
山
遊
の
三
日
目
。
洞
源
寺
で
碑
文
の
考
察
な
ど
を
し
、
蘭
渓
県
域
の
洞
窟
探
索
に
出
か
け

る
。
六
洞
山
を
遊
覧
し
、
西
に
下
っ
て
蘭
渓
県
城
に
戻
る
。
船
に
乗
っ
て
西
へ
向
か
う
が
、
川
が
混
ん
で

い
て
、
僅
か
五
里
し
か
進
め
ず
、
船
中
泊
。
游
覧
の
記
録
が
詳
し
い
。
長
文
な
の
で
訳
注
は
四
部
に
分
け

る
。

■
本
文
の
部

十
一
日

平
明
起
、
僧
已
出
。
余
過
前
殿
、
讀
黄
貞
父
碑
。
始
知
、
所
稱
「
六
洞
」
者
、
以
金
華
之
「
三

洞
」
與
此
中
之
「
三
洞
」
、
總
而
得
六
也
。
出
殿
、
則
趙
相
國
之
祠
正
當
其
前
。
有
崇
樓
傑
閣
、「
集
」「
記
」

中
所
稱
靈
洞
山
房
者
是
也
。
余
豔
之
久
矣
、
今
竟
以
不
意
得
之
。
山
果
靈
於
作
合
耶
。
乃
不
待
晨
餐
、
與

靜
聞
從
寺
後
躡
磴
北
上
、
先
尋
白
雲
洞
。［
洞
在
寺
北
二
里
。］

一
里
至
嶺
頭
。
逾
嶺
而
北
。
嶺
凹
忽
盤
旋
下
、
窪
如
盂
磬
。
披
莽
從
之
、
一
洞
岈
然
、
下
墜
深
黑
。
意

即
所
云
白
雲
而
疑
其
隘
。
忽
有
樵
者
過
頂
上
。
仰
而
問
之
、
曰
、
「
白
雲
尚
在
北
。
此
洞
窗
也
」
。
乃
復

上
、
北
行
。
兩
山
夾
中
、
又
迴
環
而
成
一
窪
。
大
且
百
丈
、
深
數
十
丈
、
螺
旋
而
下
。
而
中
竟
無
水
。〔
倘

置
水
其
中
、
即
仙
遊
鯉
湖
矣
。
〕
然
即
無
水
。
余
所
見
山
頂
四
環
而
無
隙
瀉
者
、
僅
此
也
。
又
下
、
從
歧

左
西
轉
山
夾
、
則
白
雲
洞
在
焉
。
洞
門
北
向
、
門
頂
一
石
橫
裂
成
梁
、
架
於
其
前
。
從
洞
仰
視
、
宛
然
鵲

橋
之
橫
空
也
。
入
洞
、
轉
而
左
、
漸
下
漸
黑
。
有
門
穹
然
、
内
若
甚
深
、
外
有
石
屏
遙
峙
。
從
黑
暗
中
以

杖
探
地
而
入
數
十
歩
、
洞
愈
寬
廣
。
第
無
燈
炬
、
四
顧
無
所
見
。
乃
返
歩
而
出
。
出
至
穹
門
之
内
。
初
入

黑
甚
者
、
至
此
光
定
、
已
歴
歴
可
覩
。
乃
復
轉
屏
出
洞
、
踰
嶺
而
還
。
飯
而
出
寺
、
仍
舊
路
西
下
。
二
里

至
洪
橋
。
未
渡
、
復
從
橋
左
人
居
後
半
里
上
紫
雲
洞
。
洞
門
西
向
。
洞
既
高
亢
、
上
下
平
整
。
中
有
垂
柱

四
五
枚
、
分
門
列
戸
、
界
爲
内
外
兩
重
。
〔
瓊
窗
翠
幄
、
處
處
皆
是
。
亦
敞
亦
奧
、
膚
色
倶
勝
。
〕
洞
之

北
隅
復
通
一
奧
。
宛
轉
深
入
、
以
無
炬
而
返
。
下
渡
洪
橋
、
循
澗
而
東
。
山
石
半
削
、
髡
爲
危
壁
。
其
下

石
窰
柴
積
、
縱
橫
塞
路
。
即
夜
來
無
問
津
處
也
。
渡
石
梁
、
水
源
洞
即
在
其
側
。
洞
門
南
向
、
正
跨
澗
上
。

洞
口
垂
石
繽
紛
、
中
有
一
柱
、
自
下
屬
上
、
若
擎
之
而
起
。
〔
其
上
嵌
空
紛
綸
、
復
闢
一
竇
。
幻
作
海
蜃

状
。
〕
洞
内
上
下
分
二
層
。
下
層
即
水
澗
所
從
出
、
澗
水
已
涸
、
出
洞
數
歩
、
即
有
水
溢
於
澗
中
。
蓋
爲

水
碓
引
出
洞
側
也
。
上
層
由
洞
門
躡
蹬
而
上
。
漸
入
漸
下
。
既
下
而
空
廣
愈
覺
無
極
。
聞
水
聲
甚
遠
、
以

無
炬
不
及
窮
。

出
坐
洞
口
擎
柱
内
、
觀
石
態
古
幻
。
念
兩
日
之
間
、
於
金
華
得
四
洞
、
於
蘭
溪
又
得
四
洞
。
昔
以
六
洞

湊
靈
、
余
且
以
八
洞
盡
勝
。
安
得
不
就
此
一
爲
殿
最
。
雙
龍
第
一
、
水
源
第
二
、
講
堂
第
三
、
紫
霞
第
四
、

朝
眞
第
五
、
冰
壺
第
六
、
白
雲
第
七
、
洞
窗
第
八
、
此
由
金
華
八
洞
而
等
第
之
。
若
夫
新
城
之
墟
、
聿
有

洞
山
、
兩
洞
齊
啓
、
左
明
右
暗
、
明
覽
雲
霞
、
暗
分
水
陸
、
其
中
仙
田
毎
毎
、
塍
疊
波
平
、
瓊
戸
重
重
、

隘
分
竇
轉
。
以
斯
洞
之
有
餘
、
補
洞
窗
之
不
足
。
法
彼
入
此
、
當
在
雙
龍
・
水
源
之
間
。
非
他
洞
之
所
得

侔
也
。
品
第
久
之
、
始
與
靜
聞
別
洞
源
而
去
。
過
夜
來
問
津
之
舂
、
循
西
嶺
出
塢
。
西
南
行
十
五
里
、
而

達
於
蘭
溪
之
南
關
。

入
旅
肆
。
顧
僕
猶
未
飯
。
亟
飯
而
覓
舟
。
時
因
援
師
之
北
、
方
籍
舟
以
待
。
而
師
久
不
至
。
忽
有
一
舟

自
北
來
、
亟
附
之
、
乃
布
舟
也
。
其
意
猶
未
行
、
而
籍
舟
者
復
至
。
乃
刺
舟
五
里
、
泊
於
橫
山
頭
。

■
訳
注
の
部



- 27 -

金
華
山
［
そ
の
九
］
―
洞
源
寺
の
石
碑
の
考
察

●
訓
訳

十
一
日

平
明
に
起
く
、
僧
已
に
出
づ
。
余
前
殿
を
過
ぎ
、
黄
貞
父
の
碑
を
讀
む
。
始
め
て
知
る
、
稱

す
る
所
の
「
六
洞
」
と
は
、
金
華
の
「
三
洞
」
と
此
の
中
の
「
三
洞
」
と
を
以
て
、
總
じ
て
六
を
得
る
な

り
、
と
。
殿
を
出
づ
れ
ば
、
則
ち
趙
相
國
の
祠

正
に
其
の
前
に
當
る
。
崇
樓
傑
閣
有
り
、「
集
」「
記
」

中
に
稱
す
る
所
の
「
靈
洞
山
房
」
と
は
是
な
り
。
余

之
を
豔
す
る
こ
と
久
し
き
に
、
今
竟
に
不
意
を
以

て
之
を
得
。
山
果
は
作
合
よ
り
靈
な
ら
ん
か
な
。
乃
ち
晨
餐
を
待
た
ず
し
て
、
靜
聞
と
寺
の
後
よ
り
磴
を

躡
み
て
北
に
上
り
、
先
づ
白
雲
洞
を
尋
ぬ
。
［
洞
は
寺
の
北
二
里
に
在
り
。］

●
語
注

○
黄
貞
父

黄
汝
亨
（
一
五
五
八
～
一
六
二
四
）
。
貞
父
は
字
で
、
銭
塘
の
人
。
万
暦
二
六
年
（
一
五
九

八
）
の
進
士
。
書
法
家
と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
が
、
「
天
目
記
遊
」
「
寓
庸
子
遊
記
」
な
ど
が
あ
っ
た

と
い
う
。

○
六
洞

徐
霞
客
は
か
く
言
う
が
、
「
地
名
簡
志
」
に
は
、
こ
の
山
に
あ
る
、
涌
雪
・
紫
霞
・
白
雲
・
呵

呵
・
無
底
・
漏
斗
の
六
つ
の
洞
だ
と
し
、
現
代
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
た
ぐ
い
も
こ
れ
に
従
う
。
今
こ
の
山

を
六
洞
山
と
い
う
が
、
「
読
史
紀
要
」
金
華
府
蘭
渓
県
で
は
「
洞
巖
山
、
一
名
靈
洞
山
」
と
す
る
。
「
光

緒
蘭
渓
県
志
」
で
は
「
洞
巖
山
。
有
小
三
洞
、
曰
白
雲
、
曰
紫
霞
、
曰
湧
雪
。
又
無
底
洞
、
呵
呵
洞
、
漏

斗
洞
」
と
し
、
六
つ
の
洞
を
列
挙
す
る
が
、
「
六
洞
」
と
い
う
総
称
は
記
さ
な
い
。

○
艶

好
み
慕
う
こ
と
。

○
記

一
応
、
趙
志
皐
の
文
章
と
取
っ
た
が
、「
湯
評
注
」
は
王
世
貞
撰
の
「
霊
洞
山
房
記
」
だ
と
す
る
。

●
口
語
訳

［
十
一
日
］

黎
明
に
起
き
る
と
、（
昨
夜
会
話
し
た
）
僧
は
既
に
出
立
し
て
い
た
。

私
は
寺
の
前
殿
を
過
ぎ
、
黄
貞
父
の
碑
を
読
ん
だ
。
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
「
六
洞
」
と
は
、
金
華
の
「
三

洞
」
と
こ
の
山
の
「
三
洞
」
と
を
あ
わ
せ
て
、「
六
」
と
し
た
も
の
だ
と
知
っ
た
。

前
殿
を
出
る
と
、
趙
相
国
の
祠
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
前
に
当
た
っ
て
い
る
。
高
く
聳
え
る
楼
閣
が
あ
る
。

趙
相
国
の
「
霊
洞
山
房
集
」
や
「
六
虚
堂
記
」
で
称
さ
れ
る
「
霊
洞
山
房
」
と
は
こ
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

私
は
久
し
く
こ
こ
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の
だ
が
、
今
思
い
が
け
ず
そ
れ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
自
然

（
偶
然
？
）
が
も
た
ら
す
成
果
は
、
人
が
あ
れ
こ
れ
と
作
為
す
る
よ
り
も
、
遙
か
に
霊
妙
な
働
き
を
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
朝
食
を
待
た
ず
に
、
静
聞
と
と
も
に
、
寺
の
後
ろ
か
ら
石
畳
を
踏
ん
で
北
に

登
り
、
先
ず
白
雲
洞
を
尋
ね
る
こ
と
に
す
る
。［
自
注
１
］

［
自
注
１
］
洞
は
寺
の
北
二
里
に
あ
る
。

［
そ
の
十
］
―
蘭
渓
の
洞
め
ぐ
り

●
訓
訳

一
里
に
し
て
嶺
の
頭
に
至
る
。
嶺
を
逾
へ
て
北
す
。
嶺
凹
し
忽
ち
盤
旋
し
て
下
り
、
窪
せ
る
こ
と
盂
謦

の
如
し
。
莽
を
披
き
て
之
に
從
へ
ば
、
一
洞
の
岈
然
た
る
あ
り
て
、
下
に
墜
つ
る
こ
と
深
黑
な
り
。
即
ち

云
ふ
所
の
白
雲
な
ら
ん
と
意
ふ
に
其
の
隘
き
を
疑
ふ
。
忽
ち
樵
者
の
頂
上
を
過
ぐ
る
有
り
。
仰
い
で
之
を
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問
ふ
。
曰
は
く
「
白
雲
は
尚
ほ
北
に
在
り
。
此
は
洞
窗
な
り
」
と
。
乃
ち
復
た
上
り
、
北
に
行
く
。

兩
山
の
夾
む
中
、
又
た
迴
環
し
て
一
窪
を
成
す
。
大
な
る
こ
と
且
に
百
丈
な
ら
ん
と
し
、
深
き
こ
と
數

十
丈
、
螺
旋
し
て
下
る
。
而
し
て
中
に
竟
に
水
無
し
。
倘
し
水
を
其
の
中
に
置
け
ば
、
即
ち
仙
遊
の
鯉
湖

も

た
る
な
り
。
然
れ
ど
も
即
ち
水
無
し
。
余
の
見
る
所
の
山
頂
四
環
し
て
而
も
隙
瀉
無
き
者
は
、
僅
に
此
の

み
。
又
た
下
り
、
歧
左
に
從
ひ
て
西
に
山
夾
に
轉
ず
れ
ば
、
則
ち
白
雲
洞
焉
に
在
り
。

洞
門
は
北
に
向
き
、
門
頂
に
一
石
橫
裂
し
て
梁
を
成
し
、
其
の
前
に
架
る
。
洞
よ
り
仰
視
す
る
に
、
宛

然
と
し
て
鵲
橋
の
空
に
橫
た
は
る
な
り
。
洞
に
入
り
、
轉
じ
て
左
す
、
漸
く
下
り
漸
く
黑
し
。
門
の
穹
然

た
る
有
り
、
内
は
甚
だ
深
き
が
若
く
、
外
に
石
屏
の
遙
か
に
峙
す
る
有
り
。
黑
暗
の
中
よ
り
杖
を
以
て
地

を
探
り
て
入
る
こ
と
數
十
歩
、
洞
愈
々
寬
廣
な
り
。
第
だ
燈
炬
無
く
、
四
顧
す
る
に
見
る
所
無
し
。
乃
ち

歩
を
返
し
て
出
づ
。
出
で
て
穹
門
の
内
に
入
る
。
初
め
て
入
る
に
黑
な
る
こ
と
甚
し
き
者
も
、
此
に
至
り

て
光
定
ま
れ
ば
、
已
に
歴
歴
と
し
て
覩
る
べ
し
。
乃
ち
復
た
屏
を
轉
じ
て
洞
を
出
で
、
嶺
を
踰
え
て
還
る
。

飯
し
て
寺
を
出
で
、
舊
路
に
仍
り
て
西
に
下
る
。
二
里
に
し
て
洪
橋
に
至
る
。
未
だ
渡
ら
ず
、
復
た
橋

の
左
の
人
居
の
後
よ
り
半
里
に
し
て
、
紫
雲
洞
に
上
る
。
洞
門
は
西
に
向
く
。
洞
既
に
高
亢
に
し
て
、
上

下
平
整
た
り
。
中
に
垂
柱
四
五
枚
有
り
、
門
を
分
ち
戸
を
列
す
、
界
し
て
内
外
兩
重
を
な
す
。
瓊
窗
翠
幄
、

處
處
皆
是
な
り
。
亦
た
敞
に
し
て
亦
た
奧
に
、
膚
色
倶
に
勝
る
。

洞
の
北
隅
に
復
た
一
奧
を
通
ず
。
宛
轉
と
し
て
深
く
入
る
も
、
炬
無
き
を
以
て
返
る
。

下
り
て
洪
橋
を
渡
り
、
澗
に
循
ひ
て
東
す
。
山
石
半
ば
削
ら
れ
、
髡
と
し
て
危
壁
を
な
す
。
其
の
下
は

石
窰
の
柴
積
み
、
縱
橫
と
し
て
路
を
塞
ぐ
。
即
ち
夜
來
津
を
問
ふ
無
き
處
な
り
。
石
梁
を
渡
る
、
水
源
洞

は
即
ち
其
の
側
に
在
り
。

洞
門
は
南
に
向
き
、
正
に
澗
上
を
跨
ぐ
。
洞
口
は
石
を
垂
る
る
こ
と
繽
紛
た
り
、
中
に
一
柱
有
り
、
下

よ
り
上
に
屬
し
、
之
を
擎
げ
て
起
こ
す
が
若
し
。
其
の
上
は
嵌
空
紛
綸
た
り
て
、
復
た
一
竇
を
闢
く
。
幻

さ
さ

と
し
て
海
蜃
の
状
を
作
す
。

洞
内
は
上
下
二
層
に
分
か
る
。
下
層
は
即
ち
水
澗
の
よ
り
て
出
づ
る
所
な
る
も
、
澗
水
已
に
涸
る
。
洞

を
出
づ
る
こ
と
數
歩
に
し
て
、
即
ち
水
の
澗
中
に
溢
る
る
有
り
。
蓋
し
水
碓
の
爲
に
洞
側
に
引
き
出
さ
る

る
な
ら
ん
。

上
層
は
洞
門
よ
り
躡
蹬
し
て
上
る
。
漸
く
入
る
に
漸
く
下
る
。
既
に
下
り
て
空
廣
な
る
こ
と
愈
々
無
極

な
る
を
覺
る
。
水
聲
の
甚
だ
遠
き
を
聞
く
。
炬
無
き
を
以
て
窮
む
る
に
及
ば
ず
。

●
語
注

○
盂

鉢
。

○
磬

も
と
は
古
代
の
打
楽
器
で
、
「
へ
」
字
型
の
石
や
玉
を
音
階
ご
と
に
作
り
、
つ
り
下
げ
て
演
奏
す

る
。
の
ち
に
、
寺
院
で
僧
侶
達
を
招
集
す
る
た
め
に
叩
く
鉢
形
の
器
具
も
指
す
。

○
白
雲

白
雲
洞
。

○
仙
遊
鯉
湖

福
建
省
仙
遊
県
の
九
鯉
湖
。
「
徐
霞
客
遊
記
」
巻
一
に
「
遊
九
鯉
湖
日
記
」
が
あ
る
。

○
鵲
橋

天
台
山
の
寒
巌
山
に
あ
る
景
勝
の
ひ
と
つ
。
「
徐
霞
客
遊
記
」
巻
一
「
遊
天
台
山
日
記
」
に
記

述
が
あ
る
。

○
返
歩
而
出
。
出
至

「
出
」
と
あ
る
が
、
白
雲
洞
を
こ
の
時
出
て
し
ま
う
の
で
は
、
話
に
つ
じ
つ
ま
が

合
わ
な
い
。
門
の
よ
う
な
岩
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
ス
ル
ー
し
て
洞
を
奥
へ
と
進
ん
だ
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
門
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
戻
っ
た
こ
と
を
「
出
」
と
表
現
し
て
い
る
と
解
し
た
。

○
紫
雲
洞

『
浙
江
省
交
通
游
覧
地
図
冊
』
に
見
え
る
。
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○
水
源
洞

今
は
別
名
の
涌
雪
洞
や
、
地
下
長
河
の
名
で
知
ら
れ
る
。
「
全
省
輿
図
・
蘭
渓
県
左
下
」
に

洞
源
溪
・
洞
源
村
が
見
え
る
。
徐
霞
客
は
水
が
涸
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
名
か
ら
し
て
水
洞
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
今
は
、
入
り
口
に
水
た
ま
り
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
小
舟
で
五
分
ば
か
り
進
む
。
小
舟
を
下
り

て
更
に
奥
を
窮
め
て
い
く
と
、
東
の
玉
露
洞
か
ら
外
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
山
を
下
っ
て
、
洞
源
村
へ
と
下

る
。

○
嵌
空

玲
瓏
に
同
じ
く
、
透
き
通
る
よ
う
な
明
る
い
美
し
さ
を
形
容
す
る
。

○
水
碓

水
力
を
用
い
て
穀
物
を
碓
づ
く
道
具
。

●
口
語
訳

一
里
で
山
嶺
の
頂
に
達
す
る
。
そ
こ
を
越
え
て
北
に
進
む
。
嶺
は
へ
こ
ん
で
い
て
突
然
ぐ
る
っ
と
ま
わ

り
な
が
ら
下
り
、
鉢
型
に
窪
み
を
作
っ
て
い
る
。
草
藪
を
掻
き
分
け
な
が
ら
下
る
と
、
深
い
洞
が
一
つ
あ

り
、
漆
黒
の
闇
へ
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
こ
そ
あ
の
白
雲
洞
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
あ
ま
り
に

狭
い
た
め
に
疑
惑
の
念
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。
す
る
と
突
然
一
人
の
樵
夫
が
洞
の
上
を
通
り
過
ぎ
た
。
仰
ぎ
見

て
彼
に
質
問
し
た
。
す
る
と
「
白
雲
洞
は
さ
ら
に
北
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
洞
の
窓
で
す
」
と
言
う
。
そ

こ
で
再
び
上
り
、
北
に
向
か
う
。
し
か
し
そ
の
間
、
水
は
全
く
な
い
。

二
つ
の
山
に
挟
ま
れ
る
間
に
、
ぐ
る
っ
と
廻
っ
て
一
大
窪
地
を
形
成
し
て
い
る
。
広
さ
は
百
丈
に
近
づ

き
、
深
さ
も
数
十
丈
あ
り
、
螺
旋
状
に
下
っ
て
い
る
。
も
し
水
が
そ
こ
に
湛
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
仙
遊
県

の
鯉
湖
と
同
じ
だ
。
し
か
る
に
こ
こ
は
水
が
無
い
。
私
が
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
四
方
を
頂
に
囲
ま
れ
て

い
て
、
し
か
も
そ
こ
に
水
が
注
ぐ
裂
け
目
が
無
い
窪
地
は
、
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
下
り
、
左
へ
の
分
か
れ
道
沿
っ
て
、
西
へ
山
の
狭
間
へ
と
転
ず
れ
ば
、
そ
こ
が
白
雲
洞
で
あ
る
。

（
白
雲
洞
）
は
洞
門
が
北
を
向
き
、
門
の
頂
部
分
に
横
様
に
裂
け
た
石
が
懸
か
っ
て
い
て
梁
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
洞
の
中
か
ら
仰
ぎ
見
れ
ば
、
ぐ
っ
と
曲
が
っ
た
様
は
、
天
台
山
寒
巌
山
に
あ
っ
た
「
鵲
橋
」

が
空
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
と
同
じ
景
色
で
あ
る
。

洞
に
入
り
、
左
に
曲
が
り
、
だ
ん
だ
ん
と
下
っ
て
い
く
と
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
る
。
高
く
聳
え
る
門
が
あ

り
、
内
側
は
と
て
も
深
い
様
子
で
、
門
の
外
に
は
石
の
屏
風
と
遙
か
に
対
峙
し
て
い
る
。
（
そ
こ
を
通
り

過
ぎ
て
直
進
し
、
）
暗
黒
の
闇
の
中
を
杖
で
地
面
を
探
り
な
が
ら
数
十
歩
行
く
と
、
洞
窟
内
は
だ
ん
だ
ん

広
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
灯
火
が
無
く
、
あ
た
り
を
見
渡
し
て
も
何
も
見
え
な
い
。
そ
こ
で
歩
み
を
返

し
て
引
き
返
す
。
途
中
ま
で
引
き
返
し
、
先
ほ
ど
ス
ル
ー
し
た
高
く
聳
え
る
門
に
入
る
。
は
じ
め
は
暗
黒

の
闇
し
か
見
え
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
光
線
が
安
定
す
る
と
、
歴
歴
と
し
て
色
々
な
も
の
が
見
え

て
く
る
。
そ
こ
で
更
に
門
と
対
峙
し
て
い
た
石
屏
風
の
所
を
廻
っ
て
洞
を
出
、
山
嶺
を
越
え
て
寺
に
帰
る
。

朝
食
後
、
寺
を
出
発
し
、
元
の
道
を
た
ど
っ
て
西
に
下
る
。
二
里
で
洪
橋
に
至
る
。
今
度
は
こ
れ
を
渡

ら
ず
、
橋
の
左
側
の
民
居
の
後
ろ
を
半
里
行
き
、
紫
雲
洞
に
上
る
。

洞
門
は
西
に
向
い
て
い
る
。
洞
口
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
上
下
と
も
平
ら
で
整
っ
て
い
る
。
其
の
間

に
四
五
本
の
鍾
乳
石
の
垂
れ
下
が
っ
た
柱
が
あ
り
、
門
や
窓
を
開
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
洞
の
内
と

外
と
を
二
つ
の
層
に
区
切
っ
て
い
る
。
玉
の
窓
や
緑
の
旗
竿
の
よ
う
な
石
が
洞
内
に
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。

洞
は
広
く
ま
た
奥
深
く
、
岩
石
の
表
面
も
十
分
に
美
し
い
。

洞
の
北
の
隅
に
ま
た
奥
深
い
洞
が
あ
る
。
曲
が
り
く
ね
っ
て
深
い
よ
う
だ
が
、
松
明
が
無
い
の
で
や
む

な
く
引
き
返
す
。

洞
か
ら
下
っ
て
（
洪
橋
へ
戻
り
、
今
度
は
）
こ
の
橋
を
渡
り
、
渓
流
沿
い
に
東
へ
進
む
。
山
の
石
が
半

分
程
削
ら
れ
て
い
て
、
掘
削
さ
れ
た
よ
う
な
絶
壁
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
麓
は
石
灰
焼
き
の
た
め
の
柴
が
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積
ま
れ
、
道
を
縦
横
に
ふ
さ
い
で
い
る
。
こ
こ
が
昨
夜
、
道
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
所
で
あ
ろ

う
。
石
の
梁
を
渡
る
と
、
水
源
洞
は
そ
の
傍
ら
に
あ
る
。

洞
門
は
南
向
き
で
、
ち
ょ
う
ど
小
川
の
上
を
跨
ぐ
よ
う
で
あ
る
。
洞
口
に
は
鍾
乳
石
が
乱
れ
下
が
っ
て

い
る
が
、
そ
の
中
の
一
柱
は
、
下
か
ら
上
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
手
に
持
っ
て
持
ち
上
げ
た
み
た
い
で
あ

る
。
そ
の
上
に
は
透
き
通
る
よ
う
な
美
し
い
鍾
乳
石
が
お
び
た
だ
し
い
数
で
下
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
ま

た
一
つ
の
小
さ
な
洞
が
開
い
て
い
る
。
幻
想
的
で
蜃
気
楼
の
よ
う
な
景
観
を
な
し
て
い
る
。

洞
の
内
部
は
上
下
二
層
に
分
か
れ
て
い
る
。
下
層
は
小
川
の
水
が
流
れ
出
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

洞
内
で
は
川
は
涸
れ
て
い
た
。
し
か
し
洞
を
数
歩
で
る
と
、
小
川
に
あ
ふ
れ
出
る
ば
か
り
の
水
が
あ
る
。

思
う
に
、
洞
内
の
水
は
、
水
碓
に
よ
っ
て
洞
の
側
面
に
引
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

洞
の
上
層
は
洞
門
か
ら
石
畳
を
踏
ん
で
上
る
。
奥
に
入
る
に
従
っ
て
次
第
に
下
っ
て
い
く
。
下
り
き
る

と
無
限
の
広
が
り
の
場
所
に
来
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
と
て
も
遠
く
で
滝
の
音
が
聞
こ
え
る
。
し
か
し

明
か
り
が
無
い
の
で
、
奥
を
窮
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

金
華
山
［
そ
の
十
一
］
―
金
華
蘭
渓
の
洞
の
評
価

●
訓
訳

出
で
て
洞
口
の
柱
を
擎
ぐ
る
の
内
に
坐
し
、
石
態
の
古
幻
な
る
を
觀
る
。
兩
日
の
間
を
念
ふ
に
、
金
華

に
お
い
て
四
洞
を
得
、
蘭
溪
に
て
又
た
四
洞
を
得
。
昔
は
六
洞
を
以
て
靈
を
湊
む
る
と
し
、
余
は
且
に
八

洞
を
以
て
勝
を
盡
く
さ
ん
と
す
。
安
ん
ぞ
此
に
就
き
て
一
た
び
殿
最
を
な
さ
ざ
ら
ん
や
。

雙
龍
第
一
、
水
源
第
二
、
講
堂
第
三
、
紫
霞
第
四
、
朝
眞
第
五
、
冰
壺
第
六
、
白
雲
第
七
、
窗
第
八
、

此
れ
金
華
の
八
洞
よ
り
し
て
之
を
等
第
す
。
若
し
夫
れ
新
城
の
墟
な
れ
ば
、
聿
に
洞
山
有
り
。
兩
洞
齊
し

こ
こ

く
啓
き
、
左
は
明
に
右
は
暗
な
り
。
明
は
雲
霞
を
覽
、
暗
は
水
陸
を
分
か
つ
。
其
の
中
に
仙
田
の
毎
毎
と

し
て
、
塍
は
疊
し
波
は
平
ら
か
に
、
瓊
戸
は
重
重
と
し
て
、
隘
は
分
し
て
竇
は
轉
ず
。
斯
の
洞
の
餘
有
る

を
以
て
、
洞
窗
の
足
ら
ざ
る
を
補
ふ
。
彼
に
法
り
て
此
に
入
れ
ば
、
當
に
雙
龍
と
水
源
と
の
間
に
在
る
べ

し
。
他
洞
の
得
て
侔
つ
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
品
第
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
、
始
め
て
靜
聞
と
と
も
に

洞
源
に
別
れ
て
去
る
。

●
語
注

○
石
態
古
幻

古
老
の
よ
う
に
奇
玄
な
石
の
姿
と
い
う
こ
と
か
。

○
殿
最

評
価
。

○
毎
毎

盛
ん
に
繁
る
様
。

●
口
語
訳

洞
を
出
て
、
洞
口
の
柱
を
持
ち
上
げ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
の
内
側
に
座
り
、
古
老
の
よ
う
な
奇
幻
な
石
の

様
を
眺
め
る
。
こ
の
二
日
間
を
振
り
返
る
に
、
金
華
に
お
い
て
四
つ
の
洞
を
、
蘭
渓
に
お
い
て
も
同
じ
く

四
つ
の
洞
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
地
で
は
六
洞
を
も
っ
て
、
霊
妙
さ
を
集
め
た
も
の
だ
と
し
て

き
た
わ
け
だ
が
、
私
は
八
洞
の
景
勝
を
極
め
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
洞
の
優
劣
を
評
価
せ
ず
に
は

お
れ
な
い
。

双
龍
洞
が
第
一
位
、
水
源
洞
が
第
二
位
、
講
堂
洞
が
第
三
位
、
紫
霞
洞
が
第
四
位
、
朝
真
洞
が
第
五
位
、

冰
壺
洞
が
第
六
位
、
白
雲
洞
が
第
七
位
、
洞
窗
が
第
八
位
、
こ
れ
が
金
華
八
洞
に
つ
い
て
の
順
位
で
あ
る
。

こ
れ
に
新
城
県
の
山
を
加
え
る
な
ら
ば
、
洞
山
が
あ
る
。
こ
こ
は
二
つ
の
洞
口
が
並
ん
で
開
き
、
左
は
明
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る
く
右
は
暗
い
。
明
る
い
方
は
色
鮮
や
か
な
霞
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
暗
い
方
は
水
洞
と
陸
洞
と
に

分
か
れ
て
い
た
。
洞
の
中
に
は
仙
人
の
耕
地
に
穀
物
が
繁
茂
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
畦
が
重
な
り
波
紋

が
平
ら
に
広
が
り
、
宝
玉
の
よ
う
な
扉
が
次
々
と
続
き
、
狭
い
門
が
分
か
れ
立
っ
て
洞
穴
が
曲
が
り
く
ね

る
。
こ
の
洞
山
の
洞
窟
の
余
剰
部
分
で
も
っ
て
し
て
も
、
洞
窗
の
魅
力
の
不
足
を
補
完
で
き
る
も
の
が
あ

る
ほ
ど
だ
。
こ
の
点
に
よ
っ
て
金
華
八
洞
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
れ
ば
、
双
龍
洞
と
水
源
洞
の
間
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
第
三
位
以
下
の
洞
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
ば
ら
く
あ
れ
こ
れ
と
品
評
を

し
、
や
が
て
静
聞
と
一
緒
に
洞
源
か
ら
離
れ
た
。

昨
夜
来
、
道
を
尋
ね
た
水
車
小
屋
を
通
り
過
ぎ
、
西
の
山
嶺
に
従
っ
て
窪
地
を
出
る
。

西
南
に
十
五
里
行
っ
て
、
蘭
渓
県
の
南
門
に
達
し
た
。

金
華
山
［
そ
の
十
二
］
―
下
山
し
蘭
渓
か
ら
船
に
乗
る

●
訓
訳

夜
來
津
を
問
ふ
の
舂
を
過
ぎ
、
西
の
嶺
に
循
ひ
て
塢
を
出
づ
。
西
南
に
行
く
こ
と
十
五
里
に
し
て
、
蘭

溪
の
南
關
に
達
す
。

旅
肆
に
入
る
。
顧
僕
猶
ほ
未
だ
飯
せ
ず
。
亟
に
飯
し
て
舟
を
覓
む
。
時
に
援
師
の
北
す
る
に
因
り
、
方

に
舟
を
籍
り
て
以
て
待
つ
。
而
し
て
師

久
し
く
至
ら
ず
。
忽
ち
一
舟
の
北
よ
り
來
る
有
り
、
亟
に
之
に

附
せ
ば
、
乃
ち
布
舟
な
り
。
其
の
意
猶
ほ
未
だ
行
か
ざ
る
に
、
而
も
舟
を
籍
る
者
も
復
た
至
る
。
乃
ち
舟

を
刺
す
こ
と
五
里
に
し
て
、
橫
山
頭
に
泊
る
。

●
語
注

○
籍
舟

政
府
軍
が
移
動
の
た
め
に
、
船
を
借
り
上
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

○
乃
刺

「
籍
舟
」
の
語
が
前
後
し
て
出
て
き
て
い
る
が
、
同
じ
事
を
指
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
後
ろ
の
「
籍
舟
」
も
軍
隊
の
移
動
の
た
め
に
徴
発
す
る
こ
と
を
指
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
役

人
が
現
れ
た
の
で
、
船
頭
は
徴
発
を
避
け
る
た
め
に
、
さ
っ
さ
と
船
を
出
し
た
、
と
解
し
た
。
か
な
り
無

理
が
あ
る
か
。

○
橫
山
頭

今
の
横
山
村
。
「
全
省
輿
図
・
蘭
渓
県
左
下
」
に
、
蘭
渓
県
治
の
す
ぐ
西
に
、
横
山
村
・
横

山
橋
が
、「
陸
軍
図
・
蘭
渓
県
城
」、BD

・G
E

に
衢
江
の
南
岸
に
横
山
村
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
西
に
衢

江
を
遡
る
。

●
口
語
訳

宿
屋
に
入
る
。
顧
従
僕
は
ま
だ
食
事
の
用
意
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
せ
き
立
て
て
用
意
を
さ
せ
、
急
い

で
食
べ
て
乗
船
を
探
し
求
め
た
。
こ
の
時
、
政
府
軍
の
援
軍
が
北
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
船

は
借
り
あ
げ
ら
れ
て
い
て
待
機
を
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
援
軍
は
中
々
到
着
し
な
い
。
す
る

と
そ
こ
へ
北
か
ら
や
っ
て
く
る
小
舟
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
に
乗
り
込
む
と
、
布
を
運
ぶ
運
搬
船
だ

っ
た
。
船
頭
は
出
発
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
こ
へ
船
を
徴
発
し
に
来
た
人
が
や
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
船
頭
は
竿
を
刺
し
て
出
発
し
、
五
里
進
ん
で
、
横
山
頭
で
停
泊
し
た
。

◆
橫
山
頭
に
泊
。

（
第
三
部
へ
続
く
）
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訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
一
二
年
三
月
三
一
日
＊

修
正
補
足
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
三
年
五
月
五
日

＊
口
語
訳
と
簡
単
な
注
を
「
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

西
南
遊
記
篇
（
そ
の
一
）
―
「
浙
遊
日
記
（
前
半
）
」
―
」
（
『
埼

玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
』
第
六
一
巻
第
二
号
、
二
○
一
二
）
、
及
び
「
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

西
南
遊
記
篇
（
そ

の
二
）
―
「
浙
遊
日
記
（
後
半
）
」
―
」
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
二
○
一
三
）
に
掲
載
。


